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請求信函文章結構之中日對照研究  

本 間 美 穂  

銘 傳 大 學 應 用 日 語 學 系 講 師  

 

摘 要  

 

    本 研 究 以 台 日 大 學 生 寫 給 長 輩 的 請 求 信 函 為 研 究 對 象 ， 主

要 分 析 在 中 文 和 日 文 較 慎 重 的 請 求 信 函 裡 ， 所 需 具 備 的 基 本 構

成 要 素 及 文 章 展 開 結 構 之 差 異 ， 並 探 討 其 背 後 所 隱 含 的 文 化 因

素 。 分 析 結 果 如 下 : 

 (1) 日 文 與 中 文 較 慎 重 的 請 求 信 函 中 ， 呈 現 出 「 開 頭 應 酬 語

→ 自 我 介 紹 → 理 由 說 明 → 請 求 → 結 尾 語 」 的 共 通 結 構 。  

 (2) 日 文 與 中 文 請 求 信 函 主 文 的 基 本 展 開 結 構 中 ， 雖 然 核 心

的 共 通 部 分 為「 理 由 ＋ 請 求 」，但 在 文 章 展 開 結 構 中，日

文 為 「【 預 告 請 求 】 → 【 提 示 理 由 】 → 【 表 達 顧 慮 (道 歉

型 )】→【 請 求 】→【 表 達 顧 慮 (道 歉 型 )】→【 再 次 請 求 】」；

中 文 為 「【 提 示 理 由 】 → 【 請 求 】 → 【 事 先 表 達 感 謝 】」，

呈 現 出 明 顯 的 差 異 。  

 (3) 日 文 與 中 文 在 請 求 策 略 的 選 用 上 ， 分 別 受 到 日 本 文 化 中

的 「 辨 別 」 和 「 負 債 」 之 概 念 ， 與 中 華 文 化 的 「 關 係 」

和 「 人 情 」 的 概 念 所 影 響 。  

 

關 鍵 字 :請 求 信 函，中 日 對 照，文 章 結 構，禮 貌 策 略，文 化 因 素  

 

 

 

 

 

受 理 日 期 ： 2015.03.10 

通 過 日 期 ： 2015.05.22 
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A  Compari son  Study  o f  the  Structure  o f  Reques t  

Let ters  in  Chinese  and  Japanese  

H o m m a  M i h o  

L e c t u r e r ,  D e p t .  o f  A p p l i e d  J a p a n e s e ,  M i n g  C h u a n g  U n i v e r s i t y  

 

A b s t r a c t  

 

    T h e  p u r p o s e  o f  t h i s  s t u d y  i s  t o  a n a l yz e  t h e  d i f f e r e n c e s  

b e t w e e n  t h e  C h i n e s e  a n d  t h e  J a p a n e s e  f o r m a l  r e q u e s t  l e t t e r  

s t r u c t u r e ,  a n d  t o  e x p l o r e  t h e  i m p l i c i t  c u l t u r a l  f a c t o r s  o f  C h i n e s e  

a n d  J a p a n e s e  r e q u e s t  b e h a v i o r s  o f  r e s e a r c h  p a r t i c i p a n t s .  T h e  

r e s u l t  o f  t h i s  s t u d y  c a n  b e  s u m m a r i z e d  i n  t h r e e  m a i n  e l e m e n t s .  ( 1 )  

T h e  m u t u a l  s t r u c t u r e  o f  b o t h  f o r m a l  r e q u e s t  l e t t e r s  w a s  “ g r e e t i n g  

→ s e l f - i n t r o d u c t i o n  → e x p l a n a t i o n  → r e q u e s t  → c l o s i n g  s e n t e n c e  &  

e n d i n g ”  ( 2 )  T h o u g h  t h e  c o r e  m u t u a l  p a r t s  i n  t h e  s t r u c t u r e  o f  b o t h  

r e q u e s t  l e t t e r s  a r e  t h e  “ e x p l a n a t i o n  &  r e q u e s t ” ,  t h e  p r o c e d u r e  o f  

a  J a p a n e s e  r e q u e s t  l e t t e r  i s  u s u a l l y  p r e s e n t e d  “ p r e l i m i n a r y  n o t i c e  

o f  r e q u e s t  → e x p l a n a t i o n  → c o n s i d e r a t i o n  e x p r e s s i o n  → r e q u e s t  

→ c o n s i d e r a t i o n  e x p r e s s i o n  → r e - r e q u e s t ” ,  w h i l e  t h e  C h i n e s e  o n e  

s t a r t s  w i t h  “ e x p l a n a t i o n  → r e q u e s t  → p r e l i m i n a r y  e x p r e s s i o n  o f  

a p p r e c i a t i o n . ”  O b v i o u s l y  b o t h  e x p r e s s  t h e m s e l v e s  d i f f e r e n t l y.  ( 3 )  

T h e  C h i n e s e  a n d  t h e  J a p a n e s e  p a r t i c i p a n t s  a p p l y  d i f f e r e n t  

s t r a t e g i e s  i n  t h e i r  r e q u e s t  l e t t e r s .  T h e  J a p a n e s e  a r e  i n f l u e n c e d  b y  

t h e i r  c o r e  c o n c e p t s / v a l u e s  o f  “ w a k i m a e ”  a n d  “ f u s a i ” ,  w h i l e  t h e  

C h i n e s e  “ g u a n x i ”  a n d  “ r e n q i n g ” .  

 

K e yw o r d s :  t h e  L e t t e r  o f  R e q u e s t ,  t h e  C o m p a r i s o n  S t u d y  i n  

C h i n e s e  a n d  J a p a n e s e ,  t h e  L e t t e r  S t r u c t u r e ,  t h e  

P o l i t e n e s s  S t r a t e g y,  t h e  C u l t u r a l  F a c t o r   
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依頼の手紙文の文章構造に関する日中対照研究  

本 間 美 穂  

銘 傳 大 学 応 用 日 本 語 学 科 講 師  

 

要 旨  

 

 本 稿 で は 、 日 台 の 大 学 生 が 目 上 の 人 宛 に 書 い た 依 頼 の 手 紙

を 分 析 し 、 日 中 両 言 語 の 丁 寧 な 依 頼 の 手 紙 文 を 構 成 す る 基 本

要 素 と 文 章 の 展 開 構 造 の 異 同 、 そ し て 、 そ の 背 後 に あ る 文 化

的 要 因 に つ い て 考 察 し た 。 結 果 は 以 下 の 通 り で あ る 。  

 ( 1 )  日 中 両 言 語 の 丁 寧 な 依 頼 の 手 紙 文 の 大 ま か な 流 れ に は 、

「 初 め の 挨 拶 →名 乗 り →理 由 →依 頼 →終 わ り の 挨 拶 」と

い う 共 通 部 分 が あ る 。  

 ( 2 )  主 文 の 基 本 的 な 展 開 構 造 に つ い て は 、 両 言 語 と も 「 理

由 ＋ 依 頼 」 を 核 と し て い る 点 は 共 通 し て い る が 、 日 本

語 は 「【 依 頼 予 告 】 →【 理 由 提 示 】 →【 配 慮 （ 詫 び ・ 恐

縮 型 ）】→【 依 頼 】→【 配 慮（ 詫 び・恐 縮 型 ）】→【 懇 願 】」、

中 国 語 は「【 理 由 提 示 】→【 依 頼 】→【 先 行 感 謝 】」と い

う 展 開 で 違 い が 見 ら れ る 。  

 ( 3 )  日 本 文 化 の 「 わ き ま え 」 と 「 負 債 」 の 概 念 、 中 華 文 化

の 「 関 係 」 と 「 人 情 」 の 概 念 が 、 そ れ ぞ れ の 言 語 の 依

頼 ス ト ラ テ ジ ー の 選 択 ・ 使 用 に 深 く 影 響 を 及 ぼ し て い

る 。  

 

キ ー ワ ー ド ： 依 頼 の 手 紙 文 、 日 中 対 照 、 文 章 構 造 、 ポ ラ イ ト

ネ ス ・ ス ト ラ テ ジ ー 、 文 化 的 要 因  

 

134



台灣日語教育學報第24号

 

 

依頼の手紙文の文章構造に関する日中対照研究  

本 間 美 穂  

銘 傳 大 学 応 用 日 本 語 学 科 講 師  

 

1. は じ め に  

 自 分 の た め に 相 手 に 何 か を 頼 む 「 依 頼 」 は 、 様 々 な 言 語 行

動 の 中 で も 特 に 人 間 関 係 に 摩 擦 を 生 じ さ せ や す い 。 そ こ で 、

我 々 は 相 手 の 感 情 を 害 さ ず に 快 諾 を 得 よ う と 、 こ れ ま で に 身

に つ け た 言 語 行 動 規 範 、 多 く の 場 合 は 母 語 の 語 用 論 的 規 範 に

沿 っ て 人 間 関 係 や 依 頼 内 容 に 適 し た 言 語 形 式 を 選 択 し 、 様 々

な 方 略 を 駆 使 す る 。 そ の た め 、 第 二 言 語 の 学 習 者 が 接 触 場 面

に お け る 依 頼 で 母 語 話 者 と 適 切 で 円 滑 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

が 行 え る よ う 、 教 師 は 、 学 習 者 の 母 語 と 目 標 言 語 の 依 頼 行 動

の 特 徴 と 異 同 、 及 び そ の 背 後 に あ る 文 化 的 価 値 観 や 思 考 様 式

を 十 分 理 解 し 、 そ れ ら の 知 識 を 指 導 に 応 用 し て い か な け れ ば

な ら な い 。 本 稿 で は こ の よ う な 考 え に 基 づ き 、 日 台 の 大 学 生

が 書 い た 疎 遠 に な っ て い る 恩 師 宛 の 身 元 保 証 人 依 頼 の 手 紙 文

か ら 、 日 中 両 言 語 の 手 紙 文 に お け る 丁 寧 な 依 頼 の 仕 方 を 分 析

し て 異 同 を 明 ら か に す る こ と を 主 な 目 的 と す る 。  

 

2. 先 行 研 究  

 ま ず 、本 稿 で 分 析 枠 組 み に 援 用 す る Brown and Levinson（ 以

下 、B&L）（ 1987）の「 ポ ラ イ ト ネ ス 理 論 」（ Politeness Theory）

に つ い て 簡 単 に 紹 介 す る 。 同 理 論 は 、「 フ ェ イ ス 」（ Face） と

い う 鍵 概 念 を 基 盤 に 構 築 さ れ て い る 。 フ ェ イ ス と は 他 者 と の

人 間 関 係 に 関 わ る 基 本 的 欲 求 で あ り 、 他 者 に 好 ま し く 思 わ れ

た い と い う 欲 求 の 「 積 極 的 フ ェ イ ス 」（ positive face） と 他

者 に 邪 魔 さ れ た く な い と い う 欲 求 の 「 消 極 的 フ ェ イ ス 」

（ negative face） の 2 種 類 に 分 け ら れ る 。 そ し て 、 こ の 2

種 類 の フ ェ イ ス を 脅 か す 行 為 を 「 フ ェ イ ス 侵 害 行 為 」（ face 
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threatening act: FTA） と い い 、 こ う し た 行 為 を せ ざ る を 得

な い 時 、相 手 の「 フ ェ イ ス 侵 害 度 」 1を 軽 減 す る た め の 言 語 行

動 で あ る 「 ポ ラ イ ト ネ ス ・ ス ト ラ テ ジ ー 」（ politeness 

strategy） 2が と ら れ る 。 B&L（ 1987） で は 、 下 記 表 1 に 示 す

4 つ の 主 要 ス ト ラ テ ジ ー 3と そ れ ら の 下 位 ス ト ラ テ ジ ー を 挙 げ

て い る 。  

 

表 1 B&L（ 1987） の ポ ラ イ ト ネ ス ・ ス ト ラ テ ジ ー  

主 要 ス ト ラ テ ジ ー  定 義  

1 .あ か ら さ ま に  

 ( b a l d y )  
F T A を 補 償 行 為 を せ ず に 明 示 的 に 行 う 。  

2 .積 極 的 ポ ラ イ ト ネ ス  

 ( p o s i t i v e ･

p o l i t e n e s s )  

F T A を 相 手 の 積 極 的 フ ェ イ ス に 配 慮 す る 補

償 行 為 を し て 明 示 的 に 行 う 。「 相 手 （ の 興

味 ・ 欲 求 ・ 必 要 ・ 所 有 物 ） に 気 づ き 、 注 意

を 向 け る 」 な ど 下 位 ス ト ラ テ ジ ー 1 5 種 。  

3 .消 極 的 ポ ラ イ ト ネ ス  

 ( n e g a t i v e ･

p o l i t e n e s s )  

F T A を 相 手 の 消 極 的 フ ェ イ ス に 配 慮 す る 補

償 行 為 を し て 明 示 的 に 行 う 。「慣 習 に 基 づ き

間 接 的 に 伝 え る 」 等 な ど 下 位 ス ト ラ テ ジ ー

1 0 種 。  

4 .ほ の め か し て  

 ( o f f  r e c o r d )  

F T A を 非 明 示 的 に 行 う 。「 ヒ ン ト を 与 え る 」

な ど 下 位 ス ト ラ テ ジ ー 1 5 種 。  

 

 次 に 、 依 頼 の 手 紙 文 に 関 す る 日 中 対 照 研 究 に は 、 楊 ・ 岡 田

（ 2003）、楊（ 2009）が あ る 。楊・岡 田（ 2003）は 、談 話 完 成

テ ス ト に よ り 収 集 し た 日 中 の 大 学 生 が 親 し く な い 同 級 生 に 依

頼 す る 手 紙 を 分 析 し 、 ① 日 中 と も 「 同 ・ 疎 」 の 相 手 に は 間 接

                                                   
1
 B & L（ 1 9 8 7 : 7 6） は 、 行 為 x の フ ェ イ ス 侵 害 度 は 、 自 分 と 相 手 の 社 会

的 距 離 と 力 関 係 、 行 為 x の そ の 文 化 に お け る 負 荷 度 の 3 つ の 要 素 が 加

算 的 に 働 い て 決 ま る と し て い る 。  
2
 宇 佐 美 （ 2 0 0 2 : 1 0 2） は 、 B & L の 「 ポ ラ イ ト ネ ス 」 は 「 円 滑 な 人 間 関

係 を 確 立 ・ 維 持 す る た め の 言 語 ス ト ラ テ ジ ー 」 と 定 義 さ れ る と し て い

る 。 ま た 、 滝 浦 （ 2 0 0 8 : 2 9 - 3 2） は 、 B & L の 「 ポ ラ イ ト ネ ス 」 と は 「 主

と し て 相 手 の フ ェ イ ス を 侵 害 す る こ と に 対 す る 軽 減 的 ・ 補 償 的 な 言 語

的 配 慮 」、「 ス ト ラ テ ジ ー 」 と は 「 ポ ラ イ ト ネ ス が 表 現 ・ 伝 達 さ れ る 具

体 的 な 手 段 」 の こ と で あ る と し て い る 。  
3
 B & L（ 1 9 8 7 : 6 8 - 7 1）で は 、 F TA を 行 う 時 、本 稿 表 1 に 示 し た 4 つ の 主

要 ス ト ラ テ ジ ー の ど れ を 選 択 す る か は 、 相 手 の フ ェ イ ス 侵 害 度 に よ り

決 定 さ れ る と し て い る 。表 1 の 各 主 要 ス ト ラ テ ジ ー に つ け ら れ た 1～ 4

の 番 号 は フ ェ イ ス 侵 害 度 に 対 応 し て お り 、 フ ェ イ ス 侵 害 度 が 大 き い ほ

ど 大 き い 番 号 の ス ト ラ テ ジ ー が 選 ば れ る と い う 。  
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依 頼 表 現 を 多 用 す る 、② 日 本 人 は【 配 慮（ 詫 び・恐 縮 型 ）】4な

ど の 消 極 的 ポ ラ イ ト ネ ス を 、 中 国 人 は 【 先 行 感 謝 】 な ど の 積

極 的 ポ ラ イ ト ネ ス を 多 用 す る 傾 向 が あ る と 報 告 し て い る 。 一

方 、 楊 （ 2009） は 、 日 中 の 学 生 と 社 会 人 が 実 際 に 書 い た 依 頼

メ ー ル を 収 集 し 、そ れ ら を 依 頼 内 容 の 負 担 度 で 分 け て 分 析 し 、

① 日 本 語 メ ー ル の 方 が【 配 慮（ 詫 び・恐 縮 型 ）】と【 懇 願 】を

多 用 し 、 負 担 度 に よ り 依 頼 表 現 を 使 い 分 け る 傾 向 が 顕 著 で あ

る 、 ② 中 国 語 メ ー ル で は 日 本 語 メ ー ル に は 使 用 例 の な い 【 先

行 感 謝 】 が 観 察 さ れ 、 依 頼 内 容 の 負 担 度 が 大 き い 場 合 で も 直

接 依 頼 表 現 が か な り 使 用 さ れ て い る と 報 告 し て い る 。  

 以 上 は 、 日 中 両 言 語 の 手 紙 文 に お け る 依 頼 の ス ト ラ テ ジ ー

の 異 同 を 明 ら か に し よ う と し た も の で あ る が 、 依 頼 の 手 紙 文

に 関 す る 日 中 対 照 研 究 は 、 会 話 を 扱 っ た 研 究 に 比 べ て ま だ 数

が 少 な く 、 知 見 の 蓄 積 が 限 ら れ て い る 。 例 え ば 、 丁 寧 さ が 求

め ら れ る 依 頼 の 手 紙 文 を 構 成 す る 基 本 要 素 の 異 同 に つ い て は

部 分 的 に し か 分 か っ て お ら ず 、 そ の 展 開 構 造 に つ い て も 比 較

が 行 わ れ て い な い 。 ま た 、 両 言 語 の 依 頼 方 略 の 相 違 が 生 み 出

さ れ る 文 化 的 要 因 に つ い て も 十 分 な 考 察 が な さ れ て い な い 。  

 

3. 調 査 概 要  

3.1 調 査 の 目 的  

 本 調 査 の 目 的 は 、 日 台 の 大 学 生 に よ る 疎 遠 に な っ た 恩 師 宛

の 身 元 保 証 人 依 頼 の 手 紙 文 か ら 、 日 中 両 言 語 の 丁 寧 な 依 頼 の

手 紙 を 構 成 す る 基 本 要 素 と 文 章 の 展 開 構 造 の 特 徴 と 異 同 を 明

ら か に し 、 そ の 背 後 に あ る 文 化 的 要 因 を 探 る こ と で あ る 。  

3.2 デ ー タ 収 集 方 法  

                                                   
4
 【 】で 示 す の は 、本 稿 に お け る 各 ス ト ラ テ ジ ー の 分 類 名 称 で あ る（ 本

稿 表 5 参 照 ）。  
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 デ ー タ 収 集 は 、日 本 と 台 湾 の 大 学 生 各 60 名 計 120 名 の 協 力

を 得 て 5、 2009 年 12 月 か ら 2010 年 12 月 に か け て 行 っ た 。 彼

ら に 書 い て も ら っ た の は 、 か つ て お 世 話 に な り 、 今 で は 疎 遠

に な っ て い る 先 生 に 大 学 院 留 学 の 身 元 保 証 人 を 依 頼 す る と い

う 、相 手 レ ベ ル・用 件 レ ベ ル 6の 両 面 か ら 高 い 丁 寧 度 が 求 め ら

れ る 手 紙 文 で あ る 。場 面 設 定 は 、下 記 表 2 に 示 す 通 り で あ る 。

内 容 が 若 干 異 な る の は 、 日 台 の 調 査 協 力 者 が 状 況 を イ メ ー ジ

し や す い よ う に 配 慮 ・ 調 整 し た た め で あ る 。  

 

表 2 依 頼 の 手 紙 文 の 場 面 設 定  

【 日 本 人 大 学 生 向 け 場 面 設 定 】  

 あ な た は 数 ヵ 月 後 に 卒 業 を 控 え た 大 学 4 年 生 で す 。 あ な た は 3 年

生 の 時 に 交 換 留 学 生 と し て 半 年 間 台 湾 の 姉 妹 大 学 に 留 学 し て か ら 中

国 語 に 興 味 を 持 ち 、 卒 業 後 に 台 湾 の 大 学 院 に 留 学 す る 計 画 で 、 中 国

語 を 勉 強 し て き ま し た 。 先 日 、 留 学 を 申 請 し て い た 台 湾 の A 大 学 華

語 教 学 研 究 所 （ 大 学 院 中 国 語 教 育 科 ） か ら 合 格 通 知 が 届 き ま し た 。

入 学 申 請 に は 、 台 湾 人 （ 国 籍 ・ 居 住 地 と も 台 湾 ） の 身 元 保 証 人 に よ

る 「 身 元 保 証 書 」 が 必 要 で す 。 頼 め そ う な 人 は 、 短 期 留 学 し た 時 に

色 々 お 世 話 に な っ た 姉 妹 大 学 の 日 本 人 留 学 生 生 活 指 導 担 当 者 ・ 王 明

徳 先 生 だ け で す 。 王 先 生 に 日 本 語 で 身 元 保 証 人 を 依 頼 す る 手 紙 を 書

い て 下 さ い 。  

【 台 湾 人 大 学 生 向 け 場 面 設 定 】  

 你 是 大 四 的 學 生 。 你 最 近 考 上 日 本 東 京 的 A 大 學 日 本 語 日 本 文 化 研

究 所 碩 士 班 ， 但 是 辦 理 入 學 申 請 時 ， 需 要 繳 交 一 份 在 地 （ 日 本 ） 保 證

人 的 相 關 證 明 文 件（「 身 元 保 證 書 」）。 保 證 人 的 資 格 方 面 ， 一 定 要 居 住

在 A 大 學 的 所 在 地 東 京 ， 並 且 擁 有 日 本 國 籍 者 ， 才 可 以 。 A 大 學 的 入

學 申 請 截 止 日 期 愈 來 愈 逼 近 ， 但 是 你 卻 一 直 找 不 到 願 意 替 你 擔 保 的 日

本 保 證 人 。 此 時 ， 你 突 然 想 起 大 一 大 二 時 的 導 師 楊 佳 琪 老 師 ； 楊 老 師

在 你 升 大 三 時 嫁 到 日 本 東 京 ， 聽 說 她 已 經 取 得 日 本 國 籍 。 你 要 寫 中 文

請 託 信 給 楊 老 師 ， 拜 託 她 當 你 的 保 證 人 。  

 

4. 結 果 と 考 察  

4.1 依 頼 の 手 紙 文 の 構 成 要 素  

                                                   
5
 日 本 は 東 北 ・ 関 西 地 方 の 国 立 ・ 私 立 大 学 3、 4 年 生 計 6 0 名 、 台 湾 は

北 部 の 国 立 ・ 私 立 大 学 3、 4 年 生 計 6 0 名 。 台 湾 の 大 学 生 に つ い て は 、

第 二 言 語 が 母 語 の 使 用 に 影 響 を 与 え る 「 逆 行 転 移 」 を 回 避 す る た め 、

日 本 語 学 習 経 験 の な い 非 日 本 語 専 攻 の 学 生 に 協 力 を 依 頼 し た 。  
6
 相 手 レ ベ ル は 、 疎 遠 に な っ た 目 上 の 人 。 用 件 レ ベ ル は 、 相 手 が そ れ

を 実 行 す る こ と の 当 然 性 が 低 く 、 負 担 度 の 大 き い 内 容 。  
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 手 紙 文 に は 一 定 の 書 式 が あ る 。 例 え ば 、 日 本 語 の 手 紙 文 は

主 に「 前 文 」「 主 文 」「 末 文 」「 後 付 」と い う 4 つ の 部 分 か ら 成

る 。前 文 と は 、手 紙 の 最 初 の 挨 拶 を 述 べ る 部 分 で 、「 頭 語 」「 時

候 の 挨 拶 」「 安 否 の 挨 拶 」「 お 礼 ・ お 詫 び の 挨 拶 」 な ど か ら 成

る 。主 文 と は 、手 紙 の 用 件 を 伝 え る 最 も 重 要 な 部 分 で 、「 起 語 」

と「 本 文 」か ら 成 る 。末 文 と は 、手 紙 の 最 後 の 用 件 を ま と め 、

終 わ り の 挨 拶 を す る 部 分 で 、「 結 び の 挨 拶 」と「 結 語 」な ど か

ら 成 る 。後 付 は 、「 日 付 」「 署 名 」「 宛 名 」な ど を 記 す 部 分 で あ

る 。日 本 語 と 中 国 語 の 手 紙 の 書 式 は 類 似 性 が 非 常 に 高 い 7。以

下 で は 、 前 文 ・ 主 文 ・ 末 文 に 分 け て 分 析 を 行 う 。  

 そ の 前 に 、 本 稿 に お け る 主 文 と 末 文 の 区 分 に つ い て 説 明 し

て お く 。 両 者 の 区 分 に つ い て は 研 究 者 の 間 で も 見 解 が 一 致 し

て お ら ず 、「（ 誠 に 勝 手 な お 願 い で す が 、）よ ろ し く お 願 い 申 し

上 げ ま す 。」な ど の【 懇 願 】と「 ご 返 事 を お 待 ち し て お り ま す 。」

な ど の 【 返 信 要 求 】 を 、 主 文 の 構 成 要 素 と す る 立 場 と 末 文 の

構 成 要 素 と す る 立 場 が あ る 8。ま た 、日 本 語 の 手 紙 の 書 き 方 事

典 28 冊 か ら 身 元 保 証 人 依 頼 の 手 紙 文 例 45 編 を 集 め て 調 査 し

た が 、 主 文 と 末 文 の 区 分 は 一 様 で は な く 、 境 界 が 不 明 確 な も

の も 少 な く な か っ た 。 こ の た め 、 本 稿 で は 分 析 の 便 宜 上 、 日

中 両 言 語 の 依 頼 の 手 紙 に 見 ら れ る 【 懇 願 】【 返 信 要 求 】【 先 行

感 謝 】 を 主 文 の 構 成 要 素 と す る が 、 主 文 末 尾 の こ れ ら の 発 話

が 末 文 の 結 び の 言 葉 を 兼 ね る 場 合 も あ る と い う 立 場 を 取 る 。  

4.1.1 前 文 で 使 用 さ れ る ス ト ラ テ ジ ー  

 日 台 の 大 学 生 が 書 い た 疎 遠 に な っ て い る 恩 師 宛 の 身 元 保 証

人 依 頼 の 手 紙 文 の 前 文 か ら ス ト ラ テ ジ ー 9を 抽 出 し た 。下 記 表

                                                   
7

 千 葉 （ 2 0 1 0 : 3 ） に よ る と 、 中 国 語 の 手 紙 は 宛 名 が 必 ず 文 頭 に 来 る な

ど 、 日 本 語 と 若 干 違 い が あ る が 、 相 当 部 分 が 対 応 関 係 に あ る と い う 。  
8
 前 者 は 塩 澤 （ 1 9 8 9 ,  1 9 9 6）、 後 者 は 森 山 （ 1 9 9 5） 参 照 。  

9
 本 稿 に お け る 「 ス ト ラ テ ジ ー 」 は 、 発 話 行 為 を 構 成 す る 最 小 の 機 能

的 な 意 味 単 位 で あ る 「 意 味 公 式 」（ s e m a n t i c  f o r m u l a） に 相 当 す る 。  
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3 に 抽 出 し た 12 の ス ト ラ テ ジ ー の ラ ベ ル・定 義・産 出 例 を 示

す 。 そ し て 、 下 記 表 4 に 各 ス ト ラ テ ジ ー の 使 用 状 況 を 示 す 。  

 

表 3 日 台 の 大 学 生 が 前 文 で 使 用 し た 主 な ス ト ラ テ ジ ー  

ラ ベ ル  定 義  産 出 例  

頭 語  

フ ォ ー マ ル な

手 紙 文 の 書 き

出 し の 言 葉  

日  拝 啓  

中  敬 肅 者  

呼 び か け  
相 手 に 呼 び か

け る  

日  
王 先 生 、 い か が お 過 ご し で し ょ う

か 。  

中  老 師 ， 好 久 不 見 ，  

出 会 い の  

挨 拶  

出 会 い の 挨 拶

言 葉 を 使 う  

日  
こ ん に ち は 。 ／ ご 無 沙 汰 し て お り

ま す 。  

中  您 好 ， 許 久 不 見 。  

名  

乗  

り  

関 係 型  

相 手 と の 関 係

に 触 れ て 自 分

の 姓 名 ・ 身 分

を 告 げ る  

日  
一 年 前 に 半 年 ほ ど 留 学 し て い た

X X 大 学 の X X X X と 申 し ま す 。  

中  我 是 您 於 X X 任 教 時 的 學 生 X X X，  

恩 恵 型  

相 手 か ら 恩 を

受 け た こ と に

触 れ て 自 分 の

姓 名 ・ 身 分 を

告 げ る  

日  

私 は 、 以 前 、 台 湾 へ 留 学 し た 際 、

先 生 に 大 変 お 世 話 に な り ま し た

X X X X で す 。  

中  
我 是 您 在 台 灣 教 書 時 ， 曾 蒙 您 指 導

的 學 生 X X X。  

記 憶 の 喚 起  
相 手 に 自 分 を

思 い 出 さ せ る  

日  ― 該 当 な し ―  

中  不 知 老 師 還 記 得 我 嗎 ?  

時 候 の 挨 拶  季 節 に 触 れ る  
日  

す っ か り 寒 く な り 、 山 形 の 景 色 も

雪 化 粧 で 白 一 色 に な り ま し た 。  

中  ― 該 当 な し ―  

相 手 の 安 否  
相 手 の 安 否 を

気 遣 う  

日  
お 変 わ り な く お 元 気 で い ら っ し ゃ

い ま す か ?  

中  近 來 過 得 可 好 呢 ?  

自 分 の 安 否  
自 分 の 安 否 ・

現 況 を 伝 え る  

日  
私 は 変 わ ら ず 元 気 で や っ て い ま す

が 、  

中  我 們 都 很 好 ，  

恩 恵 へ の 礼  

過 去 に 受 け た

恩 恵 へ の 礼 を

述 べ る  

日  
昨 年 度 の 留 学 の 際 に は 大 変 お 世 話

に な り 、あ り が と う ご ざ い ま し た 。 

中  感 謝 您 那 段 日 子 的 照 顧 與 指 導 。  

思 慕 の 表 明  

相 手 に 対 す る

懐 か し さ を 伝

え る  

日  ― 該 当 な し ―  

中  
我 們 這 一 群 學 生 都 很 想 念 您 ， 想 念

您 對 我 們 的 諄 諄 教 誨 。  

親 密 さ の  

強 調  

お 互 い の 親 し

さ を 強 調 す る  

日  ― 該 当 な し ―  

中  

您 應 該 對 歡 送 您 的 餐 會 還 有 些 許 印

象 吧 ， 我 就 是 當 初 代 表 全 班 同 學 獻

花 的 那 個 男 學 生 ， 那 時 我 難 過 的 幾

乎 要 掉 下 眼 淚 ，  

無 礼 の 詫 び  

突 然 手 紙 を 送

り つ け る 失 礼

を 詫 び る  

日  突 然 の お 手 紙 、申 し 訳 あ り ま せ ん 。 

中  很 抱 歉 在 您 百 忙 中 叨 擾 您 。  
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表 4 前 文 に お け る ス ト ラ テ ジ ー の 使 用 状 況 （ n=60）  

ス ト ラ テ ジ ー  
日 本 人 大 学 生  台 湾 人 大 学 生  

使 用 者 数  %  使 用 者 数  %  

相 手 の 安 否  4 4  7 3 . 3  3 7  6 1 . 7  

恩 恵 へ の 礼  3 4  5 6 . 7  5  8 . 3  

出 会 い の 挨 拶  3 0  5 0 . 0  4 6  7 6 . 7  

頭 語  3 0  5 0 . 0  6  1 0 . 0  

時 候 の 挨 拶  2 6  4 3 . 3  0  0 . 0  

名 乗 り  
恩 恵 型  

1 4  
1 2  

2 3 . 3  
2 0 . 0  

3 3  
2  

5 5 . 0  
3 . 3  

関 係 型  2  3 . 3  3 1  5 1 . 7  

呼 び か け  8  1 3 . 3  4  6 . 7  

自 分 の 安 否  4  6 . 7  1  1 . 7  

無 礼 の 詫 び  1  1 . 7  3  5 . 0  

思 慕 の 表 明  0  0 . 0  1 3  2 1 . 7  

記 憶 の 喚 起  0  0 . 0  9  1 5 . 0  

親 密 さ の 強 調  0  0 . 0  3  5 . 0  

 

 手 紙 形 式 の 文 書 で 依 頼 す る 場 合 も 、 口 頭 で 依 頼 す る 場 合 と

同 様 に 、 い き な り 用 件 に 入 ら ず 、 ま ず 挨 拶 か ら 始 め る の が 一

般 的 で あ る 。 日 本 語 で も 中 国 語 で も 手 紙 の 前 文 に は ほ ぼ 決 ま

っ た 挨 拶 の 型 が あ る が 、 本 調 査 で は そ の 挨 拶 の 型 の 特 徴 的 な

共 通 点 及 び 相 違 点 と し て 次 の 3 点 が 観 察 さ れ た 。  

 (1) 日 台 い ず れ の 大 学 生 も 積 極 的 ポ ラ イ ト ネ ス の ス ト ラ テ

ジ ー の 使 用 が 多 い 。  

 (2) 日 本 の 大 学 生 の 方 が【 頭 語 】【 名 乗 り（ 恩 恵 型 ）】【 恩 恵

へ の 礼 】 の 使 用 が 多 く 、 台 湾 の 大 学 生 に は 見 ら れ な い

【 時 候 の 挨 拶 】 を 使 用 し て い る 。  

 (3) 台 湾 の 大 学 生 は 日 本 の 大 学 生 に は 見 ら れ な い 【 記 憶 の

喚 起 】【 思 慕 の 表 明 】【 親 密 さ の 強 調 】を 使 用 し て い る 。  

 上 述 の ス ト ラ テ ジ ー の 使 用 傾 向 と そ の 文 化 的 要 因 に つ い て

考 察 す る 。ま ず 、日 台 の 大 学 生 が 前 文 で 使 用 し た 12 の ス ト ラ

テ ジ ー は 、【 頭 語 】と【 無 礼 の 詫 び 】を 除 き 1 0、全 て 積 極 的 ポ

                                                   
1 0

 本 調 査 で は 、「 敬 語 の 使 用 」 を 分 析 対 象 外 と し た 。 日 本 と 台 湾 は い

ず れ も 「 儒 教 圏 」 に あ り 、 幼 い 頃 か ら 教 師 や 年 長 者 を 敬 う よ う に 教 育

さ れ る 。 本 調 査 で は 、 依 頼 の 相 手 が 恩 師 で あ る た め 、 日 台 い ず れ の 大
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ラ イ ト ネ ス の ス ト ラ テ ジ ー に 分 類 さ れ る 。B&L（ 1987:103）は 、

積 極 的 ポ ラ イ ト ネ ス の 技 術 は FTA の 補 償 と し て だ け で な く 、

一 種 の 社 会 的 促 進 剤 と し て 使 用 で き る と 述 べ て い る 。 ま た 、

社 会 心 理 学 の 観 点 か ら 依 頼 に お け る 影 響 手 段 に つ い て 論 じ た

今 井 （ 2006） は 、 人 間 は 気 分 が 良 い 時 や 幸 福 な 情 動 状 態 に あ

る 時 、 依 頼 を 応 諾 し や す く な る と 指 摘 し て い る 。 日 台 両 学 生

が 多 用 し た 【 出 会 い の 挨 拶 】 と 【 相 手 の 安 否 】 1 1は 、 相 手 と

の 距 離 を 縮 め 、 相 手 の 人 か ら 関 心 を も た れ た い と い う 欲 求 を

満 た す ス ト ラ テ ジ ー で あ り 、日 台 い ず れ の 大 学 生 も 前 文 で は 、

相 手 に プ ラ ス の 感 情 を 抱 か せ る た め に 相 手 の 積 極 的 フ ェ イ ス

に 向 け た 働 き か け を 行 っ て い る こ と が 分 か る 。  

 次 に 、日 本 の 大 学 生 の 方 が【 頭 語 】【 名 乗 り（ 恩 恵 型 ）】【 恩

恵 へ の 礼 】 を 多 用 し 、 台 湾 の 大 学 生 に は 見 ら れ な い 【 時 候 の

挨 拶 】 を 使 用 し た 点 に つ い て 考 察 す る （ 図 1 参 照 ）。  

 

 

図 1 日 台 で 使 用 に 特 徴 的 な 違 い の あ る ス ト ラ テ ジ ー （ 前 文 ） 

 

                                                                                                                                                  

学 生 も 社 会 規 範 的 な 言 語 使 用 の 慣 習 に 従 い 、 す べ て の 手 紙 で 敬 語 が 使

用 さ れ て い た （ 但 し 、 使 用 度 ・ 丁 寧 度 は 一 様 で は な い ）。  
1 1

 【 出 会 い の 挨 拶 】は 、積 極 的 ポ ラ イ ト ネ ス の「 ス ト ラ テ ジ ー 7 :  共 通

基 盤 を 想 定 ・ 喚 起 ・ 主 張 す る 」 に 分 類 さ れ る 。【 相 手 の 安 否 】 は 、 積 極

的 ポ ラ イ ト ネ ス の 「 ス ト ラ テ ジ ー 1 :  相 手 （ の 興 味 ・ 欲 求 ・ 必 要 ・ 所 有

物 ） に 気 づ き 、 注 意 を 向 け る 」 に 分 類 さ れ る 。  
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 日 本 の 大 学 生 が 多 用 し た 【 頭 語 】 1 2は 消 極 的 ポ ラ イ ト ネ ス

の ス ト ラ テ ジ ー に 分 類 さ れ 、 相 手 に 対 す る 改 ま っ た 態 度 や 敬

意 を 表 す 働 き を す る 。 一 方 、【 名 乗 り （ 恩 恵 型 ）】 と 【 恩 恵 へ

の 礼 】 1 3は 積 極 的 ポ ラ イ ト ネ ス の ス ト ラ テ ジ ー に 分 類 さ れ 、

相 手 の 他 者 に 好 ま し く 思 わ れ た い と い う 人 間 関 係 上 の 欲 求 を

満 た す と 同 時 に 、 相 手 に 好 印 象 を 与 え る 効 果 が あ る と 思 わ れ

る 。 日 本 の 大 学 生 が こ れ ら の ス ト ラ テ ジ ー を 多 用 し た の は 、

日 本 人 の 持 つ 「 わ き ま え 」 及 び 「 負 債 」 の 概 念 が 関 わ っ て い

る と 考 え ら れ る 。 井 出 （ 2006:114-115） で は 、 社 会 言 語 学 に

お け る「 わ き ま え 」と は 、「 世 の 中 は こ う い う も の だ か ら と 認

識 し て 社 会 の 期 待 に 沿 う よ う に 言 語 を 使 う こ と 」 で あ り 、 日

本 の 言 語 使 用 で は 自 分 の 位 置 に 応 じ て 言 語 形 式 や 表 現 を 使 い

分 け る こ と が 求 め ら れ る と 述 べ て い る 。ま た 、森 山（ 1995:95）

で は 、 日 本 文 化 で は 、 人 間 関 係 を ど う 「 わ き ま え て い る か 」

の 表 示 に よ っ て 、 望 ま し い 関 係 が 確 立 す る か ど う か が 左 右 さ

れ る た め 、 敬 語 に よ っ て 上 下 親 疎 の 意 識 を 表 示 す る だ け で な

く 、「 恩 を 受 け て い た な ら 確 認 す る 、何 ら か の 無 礼 が あ れ ば そ

れ を 詫 び る 」 と い っ た こ と が 必 要 だ と 述 べ て い る 。 そ し て 、

林（ 1973:61）で は 、日 本 人 は「 負 い 目 を 負 っ た か 与 え た か と

い う 待 遇 意 識 」 が 持 続 し 、 世 話 に な っ た こ と を 忘 れ ず に お 礼

を 言 う 習 慣 を 大 事 に す る と 述 べ て い る 。 阿 部 （ 1999:102） で

は 、日 本 文 化 で は こ う し た 習 慣 が「 人 間 関 係 円 滑 化 の 連 結 器 」

の 機 能 を 果 た し て い る と 指 摘 し て い る 。 こ の よ う な 日 本 文 化

の 言 語 行 動 規 範 に 基 づ き 、 日 本 の 大 学 生 の 多 く が 【 頭 語 】 で

                                                   
1 2

 【 頭 語 】 は 、 消 極 的 ポ ラ イ ト ネ ス の 「 ス ト ラ テ ジ ー 5 :  敬 意 を 示 す 」

に 分 類 さ れ る 。  
1 3

 【 恩 恵 へ の 礼 】 と 【 名 乗 り （ 恩 恵 型 ）】 は 、 積 極 的 ポ ラ イ ト ネ ス の

「 ス ト ラ テ ジ ー 1 5 :  相 手 に 贈 り 物 （ 品 物 ・ 共 感 ・ 理 解 ・ 協 力 ） を す る 」

に 分 類 さ れ る 。  
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始 ま る 改 ま っ た 手 紙 の 形 式 を 選 び 1 4、【 名 乗 り （ 恩 恵 型 ）】 と

【 恩 恵 へ の 礼 】 に よ っ て 、 相 手 か ら 受 け た 恩 を し っ か り 心 に

刻 ん で い る こ と を 伝 え る 手 段 を と っ た と 思 わ れ る 。 日 本 文 化

に お い て は 、 前 に 世 話 に な っ た こ と に 触 れ 、 改 め て お 礼 を 言

う こ と は 、 相 手 に 「 世 話 の し が い が あ る 」 と い っ た 好 印 象 を

与 え 、 依 頼 の 応 諾 獲 得 に プ ラ ス に 作 用 す る と 考 え ら れ る 。  

 【 時 候 の 挨 拶 】 1 5に つ い て は 、 よ く 「 季 節 の 変 化 に 富 み 、

季 節 感 を 大 切 に す る 日 本 な ら で は の 習 慣 で あ る 」 と い う よ う

な こ と が 言 わ れ る が 、 実 は 、 中 国 語 に も こ れ に 相 当 す る 「 時

令 」と 呼 ば れ る 部 分 が あ る 。 B&L（ 1987:112）で は 、依 頼 を す

る 場 合 に 、ま ず 前 置 き と し て 天 候 な ど 無 難 な 話 題 の ス モ ー ル ･

ト ー ク か ら 始 ま る こ と は 、「 た だ 頼 み 事 の た め に 相 手 を 利 用 し

て い る の で は な く 、 い い 関 係 を 維 持 し た い と い う 気 持 ち が あ

る こ と を 相 手 に 伝 え る 手 段 に な る 」 と 指 摘 し て い る 。 後 に 述

べ る が 、 日 本 文 化 に お い て 依 頼 は 負 荷 度 の か な り 大 き い 行 為

で あ る が 1 6、中 華 文 化 に お い て は そ れ ほ ど で も な い 。つ ま り 、

日 本 の 大 学 生 は 相 手 の フ ェ イ ス 侵 害 の 緩 和 と い う 目 的 も 兼 ね

て 、【 時 候 の 挨 拶 】 を 使 用 し た 可 能 性 が 推 測 さ れ る 。  

 続 い て 、 台 湾 の 大 学 生 が 日 本 の 大 学 生 に は 見 ら れ な い 【 記

憶 の 喚 起 】【 思 慕 の 表 明 】【 親 密 さ の 強 調 】 を 使 用 し て い た 点

に つ い て 考 察 す る（ 図 1 参 照 ）。こ れ ら は い ず れ も お 互 い の「 結

び つ き 」 を 主 張 す る 積 極 的 ポ ラ イ ト ネ ス の ス ト ラ テ ジ ー で あ

る 1 7。 楊 ・ 岡 田 （ 2003） で も 、 中 国 の 大 学 生 の 方 が 日 本 の 大

学 生 よ り 仲 間 意 識 を 喚 起 す る ス ト ラ テ ジ ー の 使 用 が 多 い こ と

                                                   
1 4

 依 頼 の 手 紙 文 の ル ー ル に つ い て 論 じ た 塩 澤 （ 1 9 9 6 : 1 6 4） で は 、 相 手

に 過 度 の 負 担 を か け る 依 頼 の 場 合 、「お 願 い す る 立 場 を わ き ま え
． ． ． ．

、改 ま

っ た 手 紙 の 形 式 を 踏 ま え る 」べ き で あ る と 指 摘 し て い る（ 強 調 は 筆 者 ）。 
1 5

 【 時 候 の 挨 拶 】は 、積 極 的 ポ ラ イ ト ネ ス の「 ス ト ラ テ ジ ー 5 :  一 致 を

求 め る 」 に 分 類 さ れ る 。  
1 6

 北 尾 ・ 北 尾 （ 1 9 8 8 : 6 0） 参 照 。  
1 7

 【 記 憶 の 喚 起 】【 思 慕 の 表 明 】【 親 密 さ の 強 調 】 の 3 つ は 、 全 て お 互

い の 共 通 基 盤 を 主 張 す る 積 極 的 ポ ラ イ ト ネ ス の ス ト ラ テ ジ ー で あ る 。  
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を 報 告 し て い る 。 本 調 査 で 台 湾 の 大 学 生 が 上 述 の ス ト ラ テ ジ

ー を 使 用 し た の は 、中 華 文 化 の「 関 係
ク ア ン シ

」「 人 情
レ ン チ ン

」と い っ た 概 念

と 関 わ り が あ る と 考 え ら れ る 。 社 会 心 理 学 的 な 観 点 か ら 華 人

の 社 会 行 為 を 分 析 し た 黄 光 国（ 19 88）は 、華 人 の 人 間 関 係 は 、

①「 情 感 性 関 係 」（ 家 族 や 親 友 な ど 第 一 次 集 団 構 成 員 と の 関 係 ）、

②「 工 具 性 関 係 」（ 店 員 と 客 な ど あ る 目 的 の た め に 一 時 的 に 発

生 し た 関 係 ）、 ③ 「 混 合 性 関 係 」（ 第 一 次 集 団 ほ ど 親 密 で は な

い 親 戚 ・ 師 弟 ・ 同 僚 な ど と の 関 係 ） の 3 種 類 に 区 分 で き 、 ①

の 相 手 に は 無 条 件 で 必 要 な 援 助 を 行 う「 欲 求 原 則 」、② の 相 手

に は 公 平 な 取 引 を 求 め る「 公 平 原 則 」、③ の 相 手 に は 特 別 に 援

助 を 行 う 「 人 情 法 則 」 1 8が 適 用 さ れ る と し て い る 。 し か し 、

実 際 に ③ の 相 手 を 援 助 す る か ど う か は 、 そ の 相 手 に よ り 、 利

害 得 失 を 考 え て 決 め る と い う 。 一 方 、 楊 国 枢 （ 1993） は 、 華

人 の 人 間 関 係 は 、 ① 「 家 人 関 係 」（ 家 族 や 身 内 と の 関 係 ）、 ②

「 熟 人 関 係 」（ 親 戚・友 人・近 所・師 弟・同 僚・同 級 生・同 郷

な ど と の 関 係 ）、 ③ 「 生 人 関 係 」（ 赤 の 他 人 と の 関 係 ） の 3 つ

の 範 疇 に 分 類 で き 、 ① の 相 手 に は お 互 い に 責 任 を 尽 く す 「 責

任 原 則 」、② の 相 手 に は 付 き 合 い の 程 度 に 応 じ て 人 情 の や り 取

り を す る「 人 情 原 則 」、③ の 相 手 と は 実 際 の 利 害 状 況 に 応 じ て

付 き 合 う 「 利 害 原 則 」 が 適 用 さ れ る と し て い る 。 こ の よ う に

中 華 社 会 で は 人 情 や 互 助 の 倫 理 観 が あ り 、 そ の 程 度 は 相 手 と

の 関 係 が 親 密 で あ る ほ ど 強 く な る 。 言 い 換 え れ ば 、 相 手 と の

親 疎 の 程 度 に よ り そ の 扱 い を 決 め る「 関 係 志 向 」、「 関 係 中 心 」

或 い は 「 関 係 決 定 論 」 を 特 徴 と し て お り 1 9、 本 調 査 で 台 湾 の

大 学 生 が 相 手 と の 結 び つ き を 主 張 す る ス ト ラ テ ジ ー を 使 用 し

                                                   
1 8

 黄 光 国 （ 1 9 8 8 : 2 1） で は 、「 人 情 」 と は 「 中 華 社 会 に お け る 人 付 き 合

い に 関 す る 社 会 規 範 」 で あ り 、 平 素 は 贈 り 物 ・ 挨 拶 ・ 訪 問 な ど に よ り

人 間 関 係 ネ ッ ト ワ ー ク 圏 内 の 人 た ち と の 交 流 と 良 好 な 人 間 関 係 を 保 ち 、

ネ ッ ト ワ ー ク 圏 内 の あ る 人 が 困 難 に 遭 っ た 時 は 全 力 を 尽 く し て 助 け 、

助 け ら れ た 方 は 適 切 な 時 に お 返 し を す る こ と だ と し て い る 。  
1 9

 黄 （ 1 9 8 8 : 2 6）、 楊 （ 1 9 9 3 : 1 0 6） 参 照 。  
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た の は 、 相 手 の 人 情 や 互 助 の 倫 理 観 に 訴 え て 助 力 を 得 た い と

い う 動 機 が 含 ま れ て い る と 考 え ら れ る 。  

 ま た 、 困 っ た と き は 助 け 合 う 人 情 や 互 助 を 重 ん じ る 中 華 文

化 に お い て は 、 依 頼 の 負 荷 度 が 日 本 文 化 の よ う に は 高 く な い

こ と か ら 、 天 候 な ど の ス モ ー ル ・ ト ー ク は そ れ ほ ど 意 味 を も

た ず 、 ま た 、 過 去 に 相 手 に 世 話 に な っ た こ と を わ ざ わ ざ 取 り

上 げ た り 、そ れ に 対 し て 改 め て お 礼 を 言 っ た り す る こ と よ り 、

相 手 か ら 受 け た 恩 を 忘 れ ず に い て 、 相 手 が 必 要 な 時 に お 返 し

す る こ と の 方 が 重 要 視 さ れ る た め 2 0、 台 湾 の 大 学 生 に 【 時 候

の 挨 拶 】 の 使 用 が 見 ら れ ず 、【 名 乗 り （ 恩 恵 型 ）】 と 【 恩 恵 へ

の 礼 】 の 使 用 も 日 本 の 大 学 生 ほ ど 多 く な か っ た も の と 考 え ら

れ る 。【 頭 語 】に つ い て は 、中 国 語 の 手 紙 に も 頭 語 と 結 語 に 相

当 す る「 啓 事 敬 辞 」と「 結 尾 敬 辞 」と 呼 ば れ る 部 分 が あ る が 、

日 本 語 と は 違 い 、フ ォ ー マ ル な 手 紙 で も 必 ず し も 用 い ら れ ず 、

一 対 で 用 い ら れ る も の で も な い と い う 2 1。  

4.1.2 主 文 で 使 用 さ れ る ス ト ラ テ ジ ー  

 下 記 表 5 に 日 台 の 大 学 生 が 書 い た 丁 寧 な 依 頼 の 手 紙 の 主 文

か ら 抽 出 し た 16 の ス ト ラ テ ジ ー の ラ ベ ル・定 義・産 出 例 を 示

す 。 そ し て 、 下 記 表 6 に 各 ス ト ラ テ ジ ー の 使 用 状 況 を 示 す 。  

 

表 5 日 台 の 大 学 生 が 主 文 で 使 用 し た 主 な ス ト ラ テ ジ ー  

ラ ベ ル  定 義  産 出 例  

依 頼 予 告  
依 頼 を 予 告 す

る  

日  
本 日 は 先 生 に お 願 い が あ っ て 、 手

紙 を 書 か せ て 頂 き ま し た 。  

中  
聽 說 老 師 現 在 人 在 東 京 ， 故 有 一 件

事 情 想 要 麻 煩 老 師 。  

事 情 説 明  

依 頼 に 入 る 前

に 依 頼 事 項 に

関 す る 情 報 を

伝 え る  

日  

私 の 近 況 を お 知 ら せ い た し ま す

と 、 台 湾 の A 大 学 華 語 教 学 研 究 所

に 合 格 し 、 入 学 申 請 を し よ う と し

て い る と こ ろ で す 。  

                                                   
2 0

 王 （ 2 0 0 5 : 3 8 - 3 9 ） で は 、 中 国 語 で は 相 手 に 次 に 会 っ た 時 、 再 び 口 頭

に よ っ て お 礼 を 言 う 習 慣 は な く 、 ず っ と 相 手 か ら 受 け た 恩 恵 を 忘 れ な

い で い て 、 相 手 が 必 要 な 時 に お 返 し を す る の が 、 人 間 関 係 を 長 く 続 け

て い き た い と い う 気 持 ち の 現 れ に な る と し て い る 。  
2 1

 千 葉 （ 2 0 1 0 : 2 0 - 2 2） 参 照 。  
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中  

時 光 飛 逝 ， 學 生 即 將 要 從 學 校 畢

業 ， 也 將 繼 續 深 造 。 學 生 有 幸 考 上

日 本 東 京 的 A 大 學 日 本 語 日 本 文 化

研 究 所 碩 士 班 ，  

理 由 提 示  

相 手 に 依 頼 し

な け れ ば な ら

な い 理 由 を 伝

え る  

日  

入 学 申 請 の 際 に 台 湾 の 方 に 身 元

保 証 人 に な っ て 頂 く 必 要 が あ る

よ う な の で す 。 ／ 他 に 頼 め る 方 も

な く 、 こ の ま ま で は 入 学 が で き ま

せ ん 。  

中  

入 學 手 續 中 需 要 一 份 當 地 的 保 證

人 。 ／ 入 學 申 請 之 程 序 繁 雜 ， 深 感

困 擾 。 其 中 需 繳 交 在 地 保 證 人 之 證

明 文 件 ， 截 止 日 期 日 趨 逼 近 ， 但 卻

始 終 找 不 到 日 本 保 證 人 而 無 法 辦

理 其 申 請 。  

配  

慮  

詫 び ・  

恐 縮 型  

依 頼 に よ り 相

手 を 煩 わ せ る

こ と へ の お 詫

び や 恐 縮 の 気

持 ち を 伝 え る  

日  

申 し 訳 あ り ま せ ん が 、 ／ お 忙 し い

中 と は 存 じ ま す が 、 ／ 突 然 の ぶ し

つ け な お 願 い で 大 変 失 礼 で は ご

ざ い ま す が 、  

中  冒 昧 ／ 百 忙 之 中 ／ 不 好 意 思  

条 件 型  

依 頼 に 条 件 を

つ け て 遠 慮 の

気 持 ち を 伝 え

る  

日  も し よ ろ し け れ ば 、  

中  如 吾  師 百 忙 中 有 餘 ，  

依 頼  
依 頼 の 意 図 を

伝 え る  

日  
私 の 身 元 保 証 人 に な っ て い た だ

け な い で し ょ う か 。  

中  
不 知 能 否 請 老 師 擔 任 學 生 的 保 證

人 呢 ?  

懇 願  
再 び 依 頼 の 意

図 を 伝 え る  

日  

是 非 王 先 生 に 身 元 保 証 人 に な っ

て い た だ き た い と 考 え て い る の

で す が 、 お 願 い で き ま す で し ょ う

か ？ 大 変 な お 願 い で 申 し 訳 あ り

ま せ ん が 、 よ ろ し く お 願 い し ま

す 。  

中  
不 知 道 是 否 能 請 老 師 為 我 當 保 證

人 ?懇 請 老 師 幫 助 我 ，  

先 行 感 謝  

依 頼 し た 後 、

相 手 の 応 諾 に

先 駆 け て 感 謝

の 意 を 伝 え る  

日  ― 該 当 な し ―  

中  

因 此 ， 可 以 麻 煩 老 師 幫 我 這 個 忙

嗎 ? 感 激 不 盡 ! ／ 對 老 師 的 感 謝 之

意 ， 在 信 裡 難 以 表 達 ， 他 日 必 當 趨

府 上 親 自 拜 訪 。  

返 信 要 求  
諾 否 の 返 事 を

要 求 す る  

日  

良 い お 返 事 を 期 待 し て お り ま す 。

／ 先 生 か ら の お 返 事 を お 待 ち し

て お り ま す 。  

中  賜 覆 為 禱 。  

承 諾 の 期 待  

相 手 が 承 諾 し

て く れ る こ と

へ の 期 待 を 伝

え る  

日  ― 該 当 な し ―  

中  希 望 您 可 以 答 應 。  

関 与 の 言 及  

相 手 と 依 頼 事

項 の 関 与 性 に

つ い て 述 べ る  

日  

こ の よ う な 機 会 を 得 る こ と が で

き た の も 、 短 期 留 学 時 に お 世 話 に

な っ た 先 生 の お か げ で す 。  
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中  
多 虧 恩 師 之 教 誨 ， 在 下 才 有 如 此 成

就 。  

恩 恵 の 言 及  

過 去 に 相 手 か

ら 受 け た 恩 恵

に 触 れ 、 相 手

へ の 信 頼 感 や

依 存 心 を 表 す  

日  

短 期 留 学 の 際 に 大 変 お 世 話 に な

っ た 先 生 に お 願 い さ せ て 下 さ い 。

／ 留 学 中 大 変 お 世 話 に な り 、 そ の

上 、 こ の よ う な 依 頼 を す る の は 大

変 恐 縮 で は あ り ま す が 、  

中  ― 該 当 な し ―  

信 頼 の 表 明  

過 去 に 恩 恵 を

受 け た 相 手 へ

の 信 頼 感 を 伝

え る  

日  

信 頼 の お け る 王 先 生 に 私 の 身 元

保 証 人 に な っ て い た だ き た く 一

筆 さ せ て い た だ き ま し た 。  

中  ― 該 当 な し ―  

努 力 の 約 束  努 力 を 誓 う  

日  
A 大 学 で も 、 昨 年 の 留 学 以 上 に 頑

張 っ て い く つ も り で す 。  

中  
學 生 到 日 本 讀 書 後 一 定 會 更 加 用

功 讀 書 ， 不 會 辜 負 老 師 的 期 待 。  

切 望 の 表 明  

夢 を 実 現 さ せ

た い 強 い 思 い

を 伝 え る  

日  
ど う し て も 台 湾 で 勉 強 し た い の

で 、  

中  這 是 學 生 期 待 已 久 的 留 學 夢 ，  

責 任 の 表 明  

相 手 に 迷 惑 を

か け な い と 誓

う  

日  ― 該 当 な し ―  

中  
入 學 後 我 絕 不 會 做 出 令 老 師 蒙 羞

的 事 情 ，  

関 係 の 強 調  

お 互 い の 社 会

的 役 割 関 係 を

強 調 す る  

日  ― 該 当 な し ―  

中  
學 生 懇 求 老 師 替 我 擔 任 保 證 人 ， ／

望  老 師 念 往 日 師 生 情 誼 ，  

 

表 6 主 文 に お け る ス ト ラ テ ジ ー の 使 用 状 況 （ n=60）  

ス ト ラ テ ジ ー  
日 本 人 大 学 生  台 湾 人 大 学 生  

使 用 者 数  %  使 用 者 数  %  

依 頼  6 0  1 0 0 . 0  6 0  1 0 0 . 0  

理 由 提 示  6 0  1 0 0 . 0  6 0  1 0 0 . 0  

事 情 説 明  6 0  1 0 0 . 0  5 7  9 5 . 0  

配  

慮  

詫 び ・ 恐 縮 型  
5 0  

4 8  
8 3 . 3  

8 0 . 0  
1 4  

1 3  
2 3 . 3  

2 1 . 7  

条 件 型  8  1 3 . 3  2  3 . 3  

懇 願  4 8  8 0 . 0  1 6  2 6 . 7  

依 頼 予 告  3 2  5 3 . 3  7  1 1 . 7  

返 信 要 求  1 9  3 1 . 7  2  3 . 3  

関 与 の 言 及  1 2  2 0 . 0  9  1 5 . 0  

恩 恵 の 言 及  6  1 0 . 0  0  0 . 0  

努 力 の 約 束  3  5 . 0  3  5 . 0  

切 望 の 表 明  3  5 . 0  1  1 . 7  

信 頼 の 表 明  3  5 . 0  0  0 . 0  

先 行 感 謝  0  0 . 0  3 8  6 3 . 3  

関 係 の 強 調  0  0 . 0  2 9  4 8 . 3  

承 諾 の 期 待  0  0 . 0  3  5 . 0  

責 任 の 表 明  0  0 . 0  1  1 . 7  
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 主 文 は 、 手 紙 の 本 題 で あ る 用 件 を 伝 え る 最 も 重 要 な 部 分 で

あ る 。 本 調 査 で は 、 日 台 の 大 学 生 が 書 い た 丁 寧 な 依 頼 の 手 紙

文 か ら 、 日 中 両 言 語 の 主 文 に お け る ス ト ラ テ ジ ー 使 用 の 特 徴

的 な 共 通 点 及 び 相 違 点 と し て 次 の 3 点 が 観 察 さ れ た 。  

 (1) 日 台 い ず れ の 大 学 生 も【 依 頼 】【 理 由 提 示 】【 事 情 説 明 】

の 使 用 が 多 い 。  

 (2) 日 本 の 大 学 生 の 方 が【 依 頼 予 告 】【 配 慮 】【 懇 願 】【 返 信

要 求 】の 使 用 が 多 く 、台 湾 の 大 学 生 に は 見 ら れ な い【 恩

恵 の 言 及 】 と 【 信 頼 の 表 明 】 を 使 用 し て い る 。  

 (3) 台 湾 の 大 学 生 は 日 本 の 大 学 生 に は 見 ら れ な い 【 先 行 感

謝 】 と 【 関 係 の 強 調 】 を 使 用 し て い る 。  

 上 述 の ス ト ラ テ ジ ー の 使 用 傾 向 と そ の 文 化 的 要 因 に つ い て

考 察 す る 。 ま ず 、 日 台 い ず れ の 大 学 生 も 主 文 で 依 頼 事 項 を 伝

え る 【 依 頼 】 の ほ か に 、【 理 由 提 示 】【 事 情 説 明 】 を 多 用 し て

い た 点 に つ い て 考 察 す る 。 こ の 2 つ は 、 消 極 的 ポ ラ イ ト ネ ス

の ス ト ラ テ ジ ー に 分 類 さ れ 、 依 頼 と い う FTA を 行 う や む を 得

な い 事 由 を 伝 え る こ と で 、 相 手 が 感 じ る 負 担 を 一 部 軽 減 す る

働 き が あ る と さ れ る 2 2。 依 頼 の 手 紙 文 だ け で な く 、 会 話 を 扱

っ た 先 行 研 究 で も 日 中 両 言 語 は 【 理 由 提 示 】 や 【 事 情 説 明 】

の 使 用 頻 度 が 高 い こ と が 報 告 さ れ て お り 2 3、 依 頼 の 必 要 性 や

妥 当 性 を 訴 え る こ と が 両 言 語 に 共 通 し た 効 果 的 な 依 頼 方 略 に

な っ て い る と 言 え る 。 特 に 、 相 手 レ ベ ル や 用 件 レ ベ ル が 高 く

な る と 、 や む を 得 な い 事 由 が あ る こ と を 伝 え て 相 手 に 納 得 し

て も ら い 、 承 諾 を 得 よ う と す る 傾 向 が 強 ま る と 考 え ら れ る 。  

                                                   
2 2

 【 理 由 提 示 】 と 【 事 情 説 明 】 は 、 消 極 的 ポ ラ イ ト ネ ス の 「 ス ト ラ テ

ジ ー 6 :  謝 罪 す る 」 の 具 体 的 な 手 段 の 1 つ「 圧 倒 的 な 理 由 を 示 す 」に 分

類 さ れ る 。 B & L（ 1 9 8 7 : 1 8 9） で は 、 話 し 手 が F TA を 行 う や む を 得 な い

理 由 （ 例 え ば 、 話 し 手 自 身 の 能 力 上 の 問 題 ） を 述 べ る こ と で 、 普 通 の

状 況 で あ れ ば 、 聞 き 手 の 消 極 的 フ ェ イ ス を 侵 害 す る こ と な ど 考 え も し

な い と い う こ と を 暗 に 伝 え 、 そ れ に よ っ て 、 そ の 侵 害 を 部 分 的 に 軽 減

す る こ と が で き る と し て い る 。  
2 3

 依 頼 の 日 中 対 照 研 究 の 成 果 を 概 観 し た 本 間 （ 2 0 1 4） 参 照 。  
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 次 に 、日 本 の 大 学 生 の 方 が【 依 頼 予 告 】【 配 慮 】【 懇 願 】【 返

信 要 求 】 の 4 つ の 消 極 的 ポ ラ イ ト ネ ス の ス ト ラ テ ジ ー の 使 用

が 多 い 点 に つ い て 考 察 す る （ 図 2 参 照 ）。  

 

 

図 2 日 台 で 使 用 に 特 徴 的 な 違 い の あ る ス ト ラ テ ジ ー （ 主 文 ）  

 

 こ れ に つ い て も 、 前 述 し た 日 本 人 の 持 つ 負 債 の 概 念 と 深 い

関 わ り が あ る と 考 え ら れ る 。 日 本 人 は 、 人 に 借 り を 作 り た く

な い と い う 欲 求 と 、 借 り を 作 る こ と を 精 神 的 な 負 担 と し て 受

け 止 め る 傾 向 が 強 い こ と は よ く 指 摘 さ れ て い る 2 4。 こ の よ う

な 文 化 に お い て は 、 依 頼 す る 側 だ け で な く 、 依 頼 さ れ る 側 が

感 じ る 精 神 的 負 担 も か な り 大 き い 。 そ こ で 、 相 手 に か け る 負

担 を で き る だ け 軽 減 す る た め に 、【 理 由 提 示 】の ほ か に 、予 め

手 紙 の 目 的 を 明 示 し て 不 明 瞭 さ が 相 手 に 与 え る 負 担 を 避 け る

と 同 時 に 、 相 手 に 心 の 準 備 を 促 す 【 依 頼 予 告 】 2 5、 相 手 を 煩

わ せ る こ と へ の 謝 罪・恐 縮・遠 慮 の 気 持 ち を 表 す【 配 慮 】 2 6、

                                                   
2 4

 北 尾 ・ 北 尾 （ 1 9 8 8 : 6 1）、 川 村 （ 1 9 9 1 : 5 7） 参 照 。  
2 5

 B & L（ 1 9 8 7 : 1 3 0）で は 、相 手 の 消 極 的 フ ェ イ ス に 対 す る 配 慮 と し て 、

す ぐ に 要 点 を 示 す こ と で 冗 長 さ や 不 明 瞭 さ に よ っ て 相 手 に か け て し ま

う 負 担 を 最 小 限 に す る 手 段 が と ら れ る 場 合 も あ る と し て い る 。  
2 6

 日 台 の 大 学 生 が 使 用 し た 【 配 慮 】 は 、「 詫 び ・ 恐 縮 型 」 と 「 条 件 型 」

の 2 つ に 分 け ら れ る 。「 詫 び ・ 恐 縮 型 」 は 、消 極 的 ポ ラ イ ト ネ ス の「 ス

ト ラ テ ジ ー 6： 謝 罪 す る 」の 具 体 的 手 段 「 許 し を 請 う 」 お よ び「 侵 害 の

事 実 を 認 め る 」 に 相 当 す る 。 B & L （ 1 9 8 7 : 1 8 7 - 1 8 8 ） で は 、 謝 罪 に よ っ

て 相 手 の 消 極 的 フ ェ イ ス を 侵 害 す る こ と を 望 ん で い な い こ と を 伝 え る

こ と で 、 そ の 侵 害 を 部 分 的 に 埋 め 合 わ せ る こ と が で き る と し て い る 。

「 侵 害 の 事 実 を 認 め る 」 に つ い て は 、 聞 き 手 の フ ェ イ ス を 侵 害 し た こ

と を 明 示 的 に 認 め る こ と で 謝 罪 が な さ れ た こ と に な る と し て い る 。 一

方 、「条 件 型 」は 、消 極 的 ポ ラ イ ト ネ ス の「 ス ト ラ テ ジ ー 2：質 問 す る 、
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繰 り 返 し 頼 む こ と に よ っ て 依 頼 の 必 要 性 と 相 手 へ の 依 存 を 強

調 し 、 自 分 の 立 つ 位 置 を 低 く 、 相 手 の 立 つ 位 置 を 高 く し て 優

越 感 を 与 え る 【 懇 願 】 2 7な ど の 消 極 的 ポ ラ イ ト ネ ス の ス ト ラ

テ ジ ー が 多 用 さ れ た と 考 え ら れ る 。【 返 信 要 求 】 に つ い て は 、

日 本 の 大 学 生 が 書 い た 手 紙 60 通 の う ち【 懇 願 】が 使 用 さ れ て

い な い も の が 11 通 あ り 、 そ の 中 の 10 通 で 【 返 信 要 求 】 が 使

用 さ れ て い た 。こ の こ と か ら 、【 返 信 要 求 】は【 懇 願 】の 機 能

も 併 せ 持 つ こ と が 推 測 さ れ る 2 8。 先 行 研 究 で は 、 日 中 両 言 語

の 【 依 頼 予 告 】 と 【 懇 願 】 の 使 用 傾 向 に つ い て 一 致 し た 結 果

が 得 ら れ て お ら ず 、 結 論 は 出 て い な い 2 9。 本 調 査 で は 、 日 本

語 の 方 が 中 国 語 よ り 有 意 に 多 い と い う 結 果 を 得 た が 、 日 本 文

化 の 方 が 中 華 文 化 よ り 依 頼 と い う 行 為 の 負 荷 度 が 大 き い こ と

を 考 え る と 、理 に 適 っ て お り 、B&L（ 1987）の 日 本 文 化 を 消 極

的 ポ ラ イ ト ネ ス 文 化 、 中 華 文 化 を 積 極 的 ポ ラ イ ト ネ ス 文 化 と

す る 見 解 と も 符 合 す る 。  

 ま た 、日 本 の 大 学 生 は 、前 文 だ け で な く 主 文 に お い て も【 恩

恵 の 言 及 】 や 【 信 頼 の 表 明 】 を 用 い て 過 去 に 相 手 に 世 話 に な

っ た こ と に 触 れ 、 そ れ に よ っ て 生 ま れ た 信 頼 感 や 依 存 心 を 表

明 し て い る 。 こ れ は 、 相 手 の 積 極 的 フ ェ イ ス を 満 た す と 同 時

に 、 社 会 心 理 学 分 野 で 言 わ れ る 「 一 貫 性 欲 求 」 を 利 用 し 、 相

手 に 「 熱 心 で 信 頼 で き る 人 」 と い っ た 自 己 像 を 維 持 す る た め

                                                                                                                                                  

ヘ ッ ジ を 用 い る 」 の i f 節 （「 も し ～ な ら 」） の 使 用 に 相 当 す る 。 依 頼 を

躊 躇 し た 形 で 行 う こ と で 、 相 手 の 受 け る 負 担 度 を 軽 減 で き る と い う 。  
2 7

 【 懇 願 】 は 、 消 極 的 ポ ラ イ ト ネ ス の 「 ス ト ラ テ ジ ー 1 0： 自 分 が 借 り

を 負 う こ と ・ 相 手 に 借 り を 負 わ せ な い こ と を 明 言 す る 」 に 相 当 す る 。

B & L（ 1 9 8 7 : 2 0 9 - 2 1 1）で は 、一 見 す る と 相 手 に 対 し て 強 く 助 力 を 求 め る

の は 無 礼 に 思 わ れ る が 、 相 手 へ の 依 存 や 借 り を 強 調 す る こ と は 、 相 手

の 「 自 分 の 方 が 強 い 力 を 持 つ 」 と い う 派 生 的 な 欲 求 を 補 償 す る こ と に

な る と し て い る 。  
2 8

 塩 澤（ 1 9 9 6 : 1 6 5 - 1 6 6）、樺 島（ 2 0 0 0 : 8 1）で は 、主 文 で 使 用 さ れ る「 だ

め 押 し（ の お 願 い ）」の 例 に 、相 手 に 返 信 を 頼 む「 お 返 事 を お 待 ち し て

お り ま す 。」や「 よ い お 返 事 を 期 待 い た し て お り ま す 。」を 挙 げ て い る 。  
2 9

 依 頼 の 日 中 対 照 研 究 の 成 果 を 概 観 し た 本 間 （ 2 0 1 4） 参 照 。  
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に 依 頼 に 応 諾 す る よ う 働 き か け る ス ト ラ テ ジ ー で あ り 3 0、 貸

し 借 り に 敏 感 な 日 本 文 化 で は 効 果 性 が 高 い こ と が 推 測 さ れ る 。 

 続 い て 、台 湾 の 大 学 生 が 日 本 の 大 学 生 と 比 べ て【 依 頼 予 告 】

【 配 慮 】【 懇 願 】【 返 信 要 求 】 の 使 用 が 少 な く 、 日 本 の 大 学 生

に は 見 ら れ な い 積 極 的 ポ ラ イ ト ネ ス の ス ト ラ テ ジ ー の 【 先 行

感 謝 】 と 【 関 係 の 強 調 】 を 多 用 し た 点 に つ い て 考 察 す る （ 図

2 参 照 ）。こ の 点 に つ い て も 、前 述 し た 華 人 社 会 の 人 情 や 互 助

を 重 ん じ る 文 化 と 関 わ り が あ る と 考 え ら れ る 。 岡 田 ・ 安 藤

（ 2001:113） で は 、 中 国 人 が 「 お 互 い に 頼 み 、 頼 ま れ 、 人 間

関 係 を 強 く し て い く 」 社 会 背 景 を 持 つ と 指 摘 し て い る が 3 1、

同 じ 文 化 圏 に 属 す る 台 湾 人 も こ う し た 考 え 方 を 持 つ も の と 思

わ れ る 。 こ の よ う な 文 化 に お い て は 、 依 頼 す る 側 も 依 頼 さ れ

る 側 も 、 日 本 人 ほ ど 大 き な 精 神 的 負 担 を 感 じ な い の で 3 2、 依

頼 に よ っ て 相 手 に 与 え る 負 担 を 一 部 軽 減 す る た め の 消 極 的 ポ

ラ イ ト ネ ス の ス ト ラ テ ジ ー は 多 用 さ れ ず 、そ れ よ り 、【 先 行 感

謝 】 3 3に よ っ て 相 手 が 自 分 に 協 力 し て く れ る だ ろ う と い う 確

信 や 信 頼 感 を 表 明 し 、 協 力 を 要 請 す る 手 段 が と ら れ る こ と が

多 い と 考 え ら れ る 。楊・岡 田（ 2003）、楊（ 2009）な ど で も 中

国 語 の 依 頼 の 手 紙 や メ ー ル に 【 先 行 感 謝 】 が 使 わ れ て い る こ

と が 報 告 さ れ て お り 、 中 国 語 の 依 頼 に お け る 慣 用 的 な ス ト ラ

テ ジ ー だ と 言 え る だ ろ う 。 そ し て 、 台 湾 の 大 学 生 が 多 用 し た

                                                   
3 0

 社 会 心 理 学 分 野 に お け る 依 頼 の 影 響 手 段 に 関 す る 研 究 で は 、人 間 に

は 、 自 己 の 内 的 状 態 を 自 分 の 行 動 や 周 囲 の 状 況 か ら 推 測 す る 習 性 と 、

自 他 に 一 貫 し た 行 動 パ タ ン を 望 む 「 一 貫 性 欲 求 」 が あ り 、 こ れ を 利 用

す る と 依 頼 応 諾 の 可 能 性 が 高 ま る こ と が 分 か っ て い る 。 今 井 （ 2 0 0 6）

参 照 。日 台 両 学 生 が 使 用 し た【 関 与 の 言 及 】も 一 貫 性 欲 求 を 利 用 し て 、

相 手 に 一 度 関 わ っ た こ と に 関 わ り 続 け る よ う 働 き か け る も の で あ る 。  
3 1

 黄 （ 1 9 8 8 : 2 3 - 2 4 ） は 、 混 合 性 関 係 の ネ ッ ト ワ ー ク 内 で は 、 人 情 の や

り 取 り に よ っ て お 互 い の 良 好 な 関 係 を 維 持 し て い る と 指 摘 し て い る 。  
3 2

 岡 田 ・ 安 藤 （ 2 0 0 1） で は 、 日 中 の 大 学 生 を 対 象 に 評 定 尺 度 法 に よ る

ア ン ケ ー ト 調 査 を 実 施 、 中 国 人 の 方 が 日 本 人 よ り 依 頼 の 許 容 範 囲 が 広

い と い う 結 果 を 得 て い る 。  
3 3

 【 先 行 感 謝 】 は 、 積 極 的 ポ ラ イ ト ネ ス の 「 ス ト ラ テ ジ ー 1 1： 楽 観 視

す る 」 に 分 類 さ れ る 。 B & L（ 1 9 8 7 : 1 2 6 ） で は 、 無 遠 慮 に も 相 手 が 自 分

に 協 力 し て く れ る と 決 め て か か る こ と は 、 相 手 が 自 分 に 協 力 し て く れ

る は ず だ と い う 暗 黙 の 要 求 を 伝 え る こ と に な る と 指 摘 し て い る 。  
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【 関 係 の 強 調 】 3 4は 、 自 分 と 相 手 と の 役 割 関 係 を 強 調 す る こ

と で 、 相 手 に 社 会 規 範 に 沿 っ た 行 動 を と る よ う 働 き か け る も

の で 3 5、 人 間 関 係 ネ ッ ト ワ ー ク 内 の 相 互 扶 助 を 重 ん じ る 中 華

文 化 で は 効 果 性 が 高 い こ と が 推 測 さ れ る 。  

4.1.3 末 文 で 使 用 さ れ る ス ト ラ テ ジ ー  

 下 記 表 7 に 日 台 の 大 学 生 が 書 い た 丁 寧 な 依 頼 の 手 紙 の 末 文

か ら 抽 出 し た 7 つ の ス ト ラ テ ジ ー の ラ ベ ル ・ 定 義 ・ 産 出 例 を

示 す 。そ し て 、下 記 表 8 に 各 ス ト ラ テ ジ ー の 使 用 状 況 を 示 す 。  

 

表 7 日 台 の 大 学 生 が 末 文 で 使 用 し た 主 な ス ト ラ テ ジ ー  

ラ ベ ル  定 義  産 出 例  

健 康 を 祈 る  

言 葉  

相 手 の 健 康 や 幸

福 、 仕 事 の 順 調 を

祈 る  

日  
王 先 生 の ま す ま す の ご 健 勝

を お 祈 り し ま す 。  

中  
秋 風 多 厲 ， 幸 祈  保 重 。 ／ 敬

祝  一 切 平 安 順 心  

再 会 を 願 う  

言 葉  

再 会 へ の 期 待 を 述

べ る  

日  
王 先 生 と 台 湾 で 会 え る こ と

を 楽 し み に し て お り ま す 。  

中  
到 了 東 京 後，期 待 能 再 次 見 到

您 。  

指 導 を 願 う  

言 葉  
今 後 の 指 導 を 願 う  

日  

勉 学 に 当 た り ま し て は 、今 後

と も ご 指 導 ご 鞭 撻 の ほ ど よ

ろ し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。  

中  ― 該 当 な し ―  

伝 言 を 頼 む  

言 葉  

相 手 の 家 族 へ の 伝

言 を 頼 む  

日  ― 該 当 な し ―  

中  師 丈 處 請 叱 名 請 安  

閲 読 へ の 礼  
手 紙 を 読 ん で く れ

た こ と に 礼 を 言 う  

日  ― 該 当 な し ―  

中  非 常 感 謝 您 讀 完 這 封 信 。  

別 れ の 挨 拶  
別 れ の 挨 拶 言 葉 を

使 う  

日  失 礼 い た し ま す 。  

中  ― 該 当 な し ―  

結  

語  

単 一 型  

フ ォ ー マ ル な 手 紙

文 の 締 め く く り の

言 葉  

日  敬 具  

中  ― 該 当 な し ―  

兼 備 型  

相 手 の 健 康 、幸 福 、

仕 事 の 順 調 な ど を

祈 る 言 葉 と 結 語 を

兼 ね た 言 葉  

日  ― 該 当 な し ―  

中  （ 肅 此 專 呈 ） 敬 請  教 安  

 

                                                   
3 4

 【 関 係 の 強 調 】 は 、 お 互 い の 共 通 基 盤 を 主 張 す る 積 極 的 ポ ラ イ ト ネ

ス の ス ト ラ テ ジ ー で あ る 。  
3 5

 今 井（ 2 0 0 6 : 9 3）で は 、依 頼 に 応 じ る よ う 働 き か け る「 影 響 手 段 」の

1 つ に 「 正 当 要 求 」 を 挙 げ て い る 。 こ れ は 、 自 分 と 相 手 と の 社 会 的 役

割 関 係 や 親 密 度 か ら 、相 手 が 社 会 的 規 範 に 沿 っ た 行 動 を と る 、つ ま り 、

依 頼 を 応 諾 す る こ と の 必 要 性 を 指 摘 ・ 強 調 す る 方 略 で あ る 。  
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表 8 末 文 に お け る ス ト ラ テ ジ ー の 使 用 状 況 （ n=60）  

ス ト ラ テ ジ ー  
日 本 人 大 学 生  台 湾 人 大 学 生  

使 用 者 数  %  使 用 者 数  %  

結  

語  

単 一 型  
3 0  

3 0  
5 0 . 0  

5 0 . 0  
2 8  

0  
4 6 . 7  

0 . 0  

兼 備 型  0  0 . 0  2 8  4 6 . 7  

健 康 を 祈 る 言 葉  1 3  2 1 . 7  1 4  2 3 . 3  

再 会 を 願 う 言 葉  2  3 . 3  3  5 . 0  

別 れ の 挨 拶  2  3 . 3  0  0 . 0  

指 導 を 願 う 言 葉  1  1 . 7  0  0 . 0  

伝 言 を 頼 む 言 葉  0  0 . 0  3  5 . 0  

閲 読 へ の 礼  0  0 . 0  2  3 . 3  

 

 日 本 語 で も 中 国 語 で も 、 用 件 を 書 き 終 え た 後 、 そ の 手 紙 を

締 め く く る 挨 拶 の 言 葉 を 書 く 。 末 文 に は 前 文 と 同 様 に 挨 拶 の

定 型 が あ る が 、 本 調 査 で は そ の 挨 拶 の 型 の 特 徴 的 な 相 違 点 と

し て 次 の 3 点 が 観 察 さ れ た 。  

 (1) 日 本 の 大 学 生 の 手 紙 は 、 主 文 末 尾 の 【 懇 願 】 と 【 返 信

要 求 】 が 末 文 の 結 び の 挨 拶 を 兼 ね る 形 が 多 い 。  

 (2) 台 湾 の 大 学 生 の 手 紙 は 、 主 文 末 尾 の 【 先 行 感 謝 】 が 末

文 の 結 び の 挨 拶 を 兼 ね る 形 が 多 い 。  

 (3) 台 湾 の 大 学 生 の 方 が 積 極 的 ポ ラ イ ト ネ ス の ス ト ラ テ ジ

ー の 使 用 が 多 い 。  

 上 述 の ス ト ラ テ ジ ー の 使 用 傾 向 と そ の 文 化 的 要 因 に つ い て

考 察 を 行 う 。ま ず 、日 本 の 大 学 生 の 手 紙 に は 、主 文 末 尾 の【 懇

願 】 と 【 返 信 要 求 】 が 末 文 の 結 び の 挨 拶 を 兼 ね る も の が 多 か

っ た 点 に つ い て 考 察 す る 。日 本 語 の 手 紙 は 、【 健 康 を 祈 る 言 葉 】

な ど 社 交 的 な 挨 拶 言 葉 で 締 め く く る の が 一 般 的 と さ れ る 。 し

か し 、 本 調 査 で は 日 本 の 大 学 生 の 末 文 に お け る 【 健 康 を 祈 る

言 葉 】 な ど 相 手 と の 良 好 な 関 係 の 維 持 に 働 く と 思 わ れ る 積 極

的 ポ ラ イ ト ネ ス の ス ト ラ テ ジ ー の 使 用 は そ れ ほ ど 多 く な か っ

た （ 図 3 参 照 ）。  
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図 3 日 台 で 使 用 に 特 徴 的 な 違 い の あ る ス ト ラ テ ジ ー （ 末 文 ）  

 

 こ う し た 傾 向 は 、 楊 ・ 岡 田 （ 2003） で も 報 告 さ れ て い る 。

そ こ で 、日 本 語 の 手 紙 の 書 き 方 事 典 28 冊 か ら 知 人・友 人・親

戚・恩 師 宛 の 身 元 保 証 人 依 頼 の 手 紙 文 例 45 編 を 集 め て 調 査 し

た 。結 果 、【 健 康 を 祈 る 言 葉 】の あ る も の は 10 編（ 22.2%）で 、

本 調 査 の 使 用 率 と 同 程 度 で あ っ た 。 ま た 、【 再 会 を 願 う 言 葉 】

の あ る も の は 皆 無 で 、【 伝 言 を 頼 む 言 葉 】 の あ る も の は 4 編

（ 8.9%） あ っ た が 、 依 頼 者 と 被 依 頼 者 の 家 族 同 士 が 面 識 の あ

る 場 合 に 限 ら れ て い た 。 日 本 語 の 手 紙 文 の 構 成 に つ い て 論 じ

た 塩 澤 （ 1989:192） は 、 依 頼 の 手 紙 の 末 文 に 「 場 合 に よ っ て

は 」 自 愛 の 挨 拶 や 伝 言 を 「 つ け 加 え る こ と も あ る 」 と し 、 こ

れ ら が 依 頼 の 手 紙 の 末 文 の 必 須 要 素 で は な い こ と を 示 し て い

る 。 こ れ ら の 点 か ら 、 日 本 人 は 相 手 に 大 き な 負 担 を か け る 依

頼 を す る 場 合 、 末 文 の 挨 拶 に お い て も 負 債 意 識 が 強 く 働 き 、

相 手 と の 関 係 を 問 わ ず 、 社 交 的 な 挨 拶 言 葉 よ り 低 姿 勢 で 助 力

を 願 う 言 葉 を 選 ぶ 傾 向 が あ る と 考 え ら れ る 3 6。  

 次 に 、 台 湾 の 大 学 生 の 手 紙 に は 、 主 文 末 尾 の 【 先 行 感 謝 】

が 末 文 の 結 び の 挨 拶 を 兼 ね る も の が 多 か っ た 点 に つ い て 考 察

す る 。 台 湾 の 大 学 生 の 手 紙 に は 、 主 文 末 尾 の 【 懇 願 】 が 末 文

の 結 び の 挨 拶 を 兼 ね る も の も 見 ら れ た が 、【 先 行 感 謝 】が 結 び

                                                   
3 6

 森 山（ 1 9 9 5 : 9 7）で は 、最 後 の 挨 拶 で「 依 頼 に つ い て の メ タ 的 な 言 及

を す る こ と で 、 依 頼 と し て の 立 場 を 最 後 に 再 確 認 す る 」 こ と は 人 間 関

係 の 「 わ き ま え 」 だ と 指 摘 し て い る 。  
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の 挨 拶 を 兼 ね る も の が 多 数 を 占 め て い た （ 図 2 参 照 ）。 B&L

（ 1987:126）は 、「 相 手 が 自 分 に 協 力 し て く れ る と 決 め て か か

る 」こ と は「 無 遠 慮 」だ が 、「 相 手 が 自 分 に 協 力 し て く れ る は

ず だ と い う 暗 黙 の 要 求 を 伝 え る こ と に な る 」 と 述 べ て い る 。

こ れ に 対 し 、楊・岡 田 (2003:154-156)は 、中 国 人 の 考 え で は 、

「 依 頼 を 行 っ た あ と 感 謝 の 気 持 ち を 伝 え る ほ う が 礼 儀 正 し

い 」こ と で あ り 、「 前 も っ て 感 謝 す る の が 相 手 の 承 諾 を 確 信 し

て い る こ と の 明 示 で あ り 、 そ れ に よ っ て 双 方 が 信 頼 関 係 に あ

る こ と が 強 調 さ れ る 」 と 述 べ て い る 。 つ ま り 、 台 湾 人 大 学 生

の 手 紙 に 見 ら れ た 【 先 行 感 謝 】 は 、 華 人 社 会 で 重 要 視 さ れ る

人 情 や 面 子 3 7と い っ た 価 値 観 に 訴 え て 相 手 が 断 り づ ら く し 、

承 諾 を 引 き 出 す 巧 み な 依 頼 方 略 だ と 言 え る だ ろ う 3 8。  

 続 い て 、 台 湾 の 大 学 生 の 方 が 日 本 の 大 学 生 よ り 積 極 的 ポ ラ

イ ト ネ ス の ス ト ラ テ ジ ー の 使 用 が 多 い 点 に つ い て 考 察 す る 。

本 調 査 で は 、 日 台 の 大 学 生 の 【 健 康 を 祈 る 言 葉 】 の 使 用 率 は

21.7%と 23.3%で 同 程 度 で あ る が （ 図 3 参 照 ）、 中 国 語 の 【 結

語（ 兼 備 型 ）】に は 相 手 の 健 康 や 仕 事 の 順 調 を 祈 る 表 現 が 含 ま

れ て い る た め 3 9、 台 湾 の 大 学 生 の 相 手 を 思 い や り 、 幸 せ を 願

う 言 葉 の 使 用 率 は 計 65.0%で 、 日 本 の 大 学 生 の 約 3 倍 と な っ

て い る 。 こ う し た 傾 向 は 、 楊 ・ 岡 田 （ 2003） で も 報 告 さ れ て
                                                   
3 7

 黄 （ 1 9 8 8 : 2 9 - 3 0 ） で は 、「 面 子 」 と は 「 社 会 的 地 位 と 声 望 」 を 指 し 、

華 人 社 会 で は 面 子 が 個 人 の 人 間 関 係 ネ ッ ト ワ ー ク 内 に お け る 地 位 ・ 信

望 ・ 権 力 を 左 右 す る た め 、「 顧 面 子 」（ 面 子 を 守 る こ と ） が 個 人 の 自 尊

心 （ s e l f - e s t e e m） に 関 わ る 重 要 な こ と に な っ て い る と し て い る 。  
3 8

 楊 （ 2 0 0 9 : 1 0 7） で は 、 中 国 語 の 手 紙 文 で 【 先 行 感 謝 】 が 使 用 さ れ る

の は 、「た と え 依 頼 を 承 知 し て も ら え な い と し て も 、依 頼 を 聞 い て く れ

る だ け で 感 謝 す べ き だ と い う 考 え が あ る か ら 」 だ と い う 見 方 を 示 し て

い る 。し か し 、本 調 査 で は 、「 可 否 勞 煩 老 師 幫 我 寫 一 份 身 分 保 證 書 ?  對

老 師 的 感 謝 之 意 ，在 信 裡 難 以 表 達 ，他 日 必 當 趨 府 上 親 自 拜 訪 。」な ど 手

紙 を 読 ん で く れ た こ と へ の お 礼 と は 考 え が た い 【 先 行 感 謝 】 が 多 数 産

出 さ れ て い る 。 ま た 、【 先 行 感 謝 】 の 後 に 、「 感 謝 您 閱 讀 學 生 的 信 件 ，

若 耽 誤 您 寶 貴 的 時 間 ，請 多 原 諒 。」と 手 紙 を 読 ん で く れ た こ と へ の お 礼

を 述 べ て い る も の も 見 ら れ た 。こ う し た 点 か ら 、【 先 行 感 謝 】の 主 な 働

き は 、 お 礼 を 述 べ る こ と で 相 手 が 断 り づ ら く し 、 依 頼 を 承 諾 す る よ う

に 仕 向 け る こ と で は な い か と 思 わ れ る 。  
3 9

 日 本 語 の 結 語 に 相 当 す る 「 結 尾 敬 辞 」 に は 、 相 手 の 健 康 や 仕 事 の 順

調 を 祈 る 2 文 字 の 表 現 が 含 ま れ て い る 。 千 葉 （ 2 0 1 0 : 2 2） 参 照 。  
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い る 。 今 回 、 台 湾 の 大 学 生 に 【 結 語 （ 兼 備 型 ）】【 健 康 を 祈 る

言 葉 】【 再 会 を 祈 る 言 葉 】【 伝 言 を 頼 む 言 葉 】 な ど 相 手 と そ の

家 族 へ の 関 心 を 示 し 、 良 好 な 人 間 関 係 の 維 持 に 働 く 積 極 的 ポ

ラ イ ト ネ ス の ス ト ラ テ ジ ー の 使 用 が 多 か っ た の は 、 華 人 社 会

で は 人 間 関 係 が 「 資 源 」 と 見 な さ れ 、 そ の 構 築 や 維 持 が 重 視

さ れ て き た 4 0こ と と 関 連 が あ る の で は な い か と 思 わ れ る 。  

4.2 主 文 に お け る 文 章 の 展 開 構 造  

 前 節 で は 、 日 台 の 大 学 生 が 書 い た 恩 師 宛 の 身 元 保 証 人 依 頼

の 手 紙 を 、 前 文 ・ 主 文 ・ 末 文 の 3 つ の 部 分 に 分 け 、 各 部 分 に

お け る ス ト ラ テ ジ ー の 使 用 状 況 と そ の 背 後 に あ る 文 化 的 要 因

を 分 析 ・ 考 察 し た 。 本 節 で は 、 手 紙 の 用 件 を 伝 え る 最 も 重 要

な 部 分 で あ る 主 文 に お け る 文 章 の 展 開 構 造 を 分 析・考 察 す る 。

主 文 か ら 抽 出 さ れ た 各 ス ト ラ テ ジ ー の う ち 、 使 用 者 の 割 合 が

半 数 を 超 え た も の を 、 丁 寧 な 依 頼 の 手 紙 の 主 文 に お け る 「 基

本 ス ト ラ テ ジ ー 」（ 必 須 要 素 ） と し 、 そ の 配 列 を 分 析 し た 。  

 日 本 人 大 学 生 の 手 紙 に つ い て は 、【 依 頼 予 告 】【 事 情 説 明 】

【 理 由 提 示 】【 配 慮 （ 詫 び ・ 恐 縮 型 ）】【 依 頼 】【 懇 願 】 の 6 つ

が 基 本 ス ト ラ テ ジ ー に 該 当 す る 。 分 析 の 結 果 、 下 記 表 9 に 示

し た 8 つ の 展 開 構 造 パ タ ー ン が 確 認 で き た 。  

 

表 9 日 本 人 大 学 生 の 主 文 の 展 開 構 造 パ タ ー ン （ n=60）  

パ タ ー ン  
通 数  

( % )  

① 事 情 説 明 → （ 配 慮 ） → 理 由 提 示 → （ 理 由 提 示 ／ 配 慮 ）  

  → 依 頼 → （ 理 由 提 示 ／ 配 慮 ） → 懇 願 → （ 配 慮 ）  

    → （ 懇 願 ） → （ 懇 願 ）  

2 3  

( 3 8 . 3 )  

② 依 頼 予 告 → 事 情 説 明 → 理 由 提 示 → （ 理 由 提 示 ） → 依 頼  

  → （ 理 由 提 示 ／ 配 慮 ） → 懇 願 → （ 配 慮 ） → （ 懇 願 ）  

1 1  

( 1 8 . 3 )  

③ 事 情 説 明 →（ 配 慮 ）→ 依 頼 予 告 → 理 由 提 示 →（ 理 由 提 示 ） 

  → 依 頼 → （ 理 由 提 示 ／ 配 慮 ） → 懇 願 → （ 配 慮 ）  

    → （ 懇 願 ）  

8  

( 1 3 . 3 )  

④ 事 情 説 明 → （ 配 慮 ／ 依 頼 予 告 ） → 理 由 提 示 →  

  → （ 理 由 提 示 ） → 配 慮 → （ 理 由 提 示 ／ 配 慮 ） → 依 頼  

6  

( 1 0 . 0 )  

                                                   
4 0

 黄 （ 1 9 8 8） 参 照 。  
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    → （ 理 由 提 示 ／ 配 慮 ）  

⑤ 依 頼 予 告 → 事 情 説 明 → 理 由 提 示 → （ 理 由 提 示 ／ 配 慮 ）  

  → 依 頼 → （ 配 慮 ）  

5  

( 8 . 3 )  

⑥ 依 頼 予 告 → 事 情 説 明 → 理 由 提 示 → （ 理 由 提 示 ） → 配 慮  

  → （ 理 由 提 示 ） → 依 頼 → （ 理 由 提 示 ） → 配 慮 →  

    → （ 理 由 提 示 ） → 懇 願  

4  

( 6 . 7 )  

⑦ 事 情 説 明 → （ 配 慮 ／ 依 頼 予 告 ） → 依 頼 → 理 由 提 示  

    → （ 理 由 提 示 ／ 配 慮 ） → 懇 願  

2  

( 3 . 3 )  

⑧ 事 情 説 明 → 依 頼 → 理 由 提 示  
1  

( 1 . 7 )  

註 ： 主 要 ス ト ラ テ ジ ー の う ち 、 黒 字 は 必 ず 書 か れ て い る も の 、  

  （  ） は 書 か れ て い な い 場 合 が あ る も の 。  

 

 上 述 の 展 開 構 造 パ タ ー ン か ら 導 き 出 さ れ た 日 本 語 の 丁 寧 な

依 頼 の 手 紙 に お け る 主 文 の 基 本 的 な 展 開 構 造 は 、 下 記 表 10

に 示 す 通 り で あ る 。 日 本 文 化 に お け る 依 頼 の 負 荷 度 の 大 き さ

を 反 映 し 、 相 手 の 消 極 的 フ ェ イ ス に 配 慮 し て 低 姿 勢 で 助 力 を

願 う も の で 、 先 行 研 究 の 結 果 と も 非 常 に 近 く 4 1、 こ れ が 日 本

語 の 丁 寧 な 依 頼 の 手 紙 に お け る 主 文 の 基 本 構 造 と 言 っ て よ い

だ ろ う 。  

 

表 10 日 本 語 の 丁 寧 な 依 頼 の 手 紙 の 主 文 の 基 本 的 展 開 構 造  

展 開 構 造  各 構 成 要 素 の 産 出 例  

【 依 頼 予 告 】 

↓  

【 事 情 説 明 】 

↓  

【 理 由 提 示 】 

↓  

【 配 慮 】  

↓  

【 依 頼 】  

↓  

【 配 慮 】  

さ て 、 今 回 こ う し て お 手 紙 を 書 か せ て い た だ い た の

は 、 一 つ お 願 い し た い こ と が あ る の で す 。  

実 は 、 私 、 卒 業 後 に 台 湾 の 大 学 院 に 留 学 す る こ と が 決

ま り ま し た 。  

し か し 、入 学 申 請 の 際 に 台 湾 の 方 に 身 元 保 証 人 に な っ

て 頂 く 必 要 が あ る よ う な の で す 。  

そ こ で 、 大 変 恐 縮 な の で す が 、  

 

私 の 身 元 保 証 人 に な っ て 頂 け な い で し ょ う か 。  

 

突 然 の お 願 い で 申 し 訳 あ り ま せ ん が 、  

                                                   
4 1

 塩 澤（ 1 9 8 9 : 1 9 4）で は 、日 本 の 大 学 生 計 8 2 名 に 書 い て も ら っ た 自 分

と 関 係 の あ る 目 上 の 人 に 協 力 を 依 頼 す る 手 紙 の 主 文 を 分 析 し 、 基 本 的

に 「 ① 主 文 へ の 転 換 、 ② 依 頼 の 予 告 、 ③ 書 き 手 の 立 場 表 明 、 ④ 依 頼 内

容 の 明 示 と 希 望 表 明 、 ⑤ 詫 び の 表 明 と 依 頼 の 強 調 」 と い う 5 段 階 を 踏

ま え て 書 い て い る と 報 告 し て い る 。 一 方 、 森 山 （ 1 9 9 5 : 9 6 - 9 7 ） で は 、

日 本 の 大 学 生 1 0 名 に 書 い て も ら っ た 見 知 ら ぬ 先 生 に 論 文 送 付 を 依 頼

す る 手 紙 を 分 析 し 、 基 本 的 に 「 初 め の 挨 拶 → 自 己 紹 介 → 事 情 （ 依 頼 の

理 由 ）→前 置 き（ 恐 縮 の 意 ）→依 頼（ 具 体 的 内 容 ）→終 わ り の 挨 拶（「 お

詫 び 」 や お 願 い の 繰 り 返 し ） の 順 序 で 書 か れ て い る と 報 告 し て い る 。  
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↓  

【 懇 願 】  

 

ど う か よ ろ し く お 願 い 致 し ま す 。  

 

 一 方 、 台 湾 人 大 学 生 の 手 紙 に つ い て は 、【 事 情 説 明 】【 理 由

提 示 】【 依 頼 】【 先 行 感 謝 】 の 4 つ が 主 文 の 基 本 ス ト ラ テ ジ ー

に 該 当 す る 。分 析 の 結 果 、下 記 表 11 に 示 し た 4 つ の 展 開 構 造

パ タ ー ン が 確 認 で き た 。  

 

表 11 台 湾 人 大 学 生 の 主 文 の 展 開 構 造 パ タ ー ン （ n=60）  

パ タ ー ン  
通 数  

( % )  

① 事 情 説 明 → 理 由 提 示 → （ 理 由 提 示 ／ 配 慮 ） → 依 頼  

  → （ 理 由 提 示 ／ 配 慮 ） → （ 懇 願 ） → 先 行 感 謝  

3 7  

( 6 1 . 7 )  

② 事 情 説 明 → 理 由 提 示 → （ 理 由 提 示 ／ 配 慮 ） → 依 頼  

  → （ 配 慮 ） → （ 懇 願 ）  

2 0  

( 3 3 . 3 )  

③ 理 由 提 示 → 依 頼  
2  

( 3 . 3 )  

④ 理 由 提 示 → 依 頼 → 先 行 感 謝  
1  

( 1 . 7 )  

註 ： 主 要 ス ト ラ テ ジ ー の う ち 、 黒 字 は 必 ず 書 か れ て い る も の 、  

  （  ） は 書 か れ て い な い 場 合 が あ る も の 。  

 

 上 述 の 展 開 構 造 パ タ ー ン か ら 導 き 出 さ れ た 中 国 語 の 丁 寧 な

依 頼 の 手 紙 に お け る 主 文 の 基 本 的 な 展 開 構 造 は 、 下 記 表 12

に 示 す 通 り で あ る 。 日 本 語 と 同 じ く 「 理 由 4 2＋ 依 頼 」 を 核 と

し て い る が 、 人 情 や 互 助 を 社 会 規 範 と す る 中 華 文 化 で は 、 依

頼 の 負 荷 度 が 日 本 文 化 ほ ど 大 き く な い た め 、【 依 頼 予 告 】【 配

慮 （ 詫 び ・ 恐 縮 型 ）】【 懇 願 】 な ど 相 手 の 消 極 的 フ ェ イ ス に 向

け た ス ト ラ テ ジ ー が あ ま り 使 用 さ れ て お ら ず 、 そ の 分 、 簡 単

な 構 造 と な っ て い る 。 ま た 、 相 手 が 自 分 に 協 力 し て く れ る だ

ろ う と い う 確 信 や 信 頼 感 を 示 し 、 そ の 積 極 的 フ ェ イ ス に 訴 え

る 【 先 行 感 謝 】 が 使 用 さ れ る の が 特 徴 で あ る 。  

 

表 12 中 国 語 の 丁 寧 な 依 頼 の 手 紙 の 主 文 の 基 本 的 展 開 構 造  
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 依 頼 に 入 る 前 に 依 頼 事 項 に 関 す る 情 報 を 伝 え る 【 事 情 説 明 】 と 相 手

に 依 頼 し な け れ ば な ら な い 理 由 を 伝 え る 【 理 由 提 示 】 を 含 む 。  
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展 開 構 造  各 構 成 要 素 の 産 出 例  

【 事 情 説 明 】 

↓  

【 理 由 提 示 】 

 

↓  

【 依 頼 】  

↓  

【 先 行 感 謝 】 

我 已 經 考 上 了 日 本 東 京 A 大 學 日 本 語 日 本 文 化 研 究 所 的

碩 士 班 ，  

校 方 要 求 在 辦 理 入 學 申 請 時 繳 交 一 份 保 證 書 ， 且 保 證 人

必 須 擁 有 日 本 國 籍 並 居 住 在 東 京 才 行 。 由 於 我 實 在 沒 有

什 麼 日 本 友 人 ， 也 沒 有 熟 悉 的 人 符 合 這 兩 個 條 件 ，  

所 以 不 知 道 是 不 是 可 以 麻 煩 老 師 做 我 的 保 證 人 呢 ?  

一 時 之 間 也 無 法 充 分 地 感 謝 老 師 ， 等 我 到 了 東 京 之 後 再

親 自 去 拜 訪 老 師 。  

 

5. ま と め と 今 後 の 課 題  

 今 回 の 調 査 結 果 は 、 以 下 の よ う に ま と め る こ と が で き る 。  

 (1) 日 中 両 言 語 の 丁 寧 な 依 頼 の 手 紙 文 の 大 ま か な 流 れ に は 、

「 初 め の 挨 拶 → 名 乗 り → 理 由 → 依 頼 → 終 わ り の 挨 拶 」

と い う 共 通 部 分 が あ る 。  

 (2) 主 文 の 基 本 的 な 展 開 構 造 に つ い て は 、 両 言 語 と も 「 理

由 ＋ 依 頼 」 を 核 と し て い る 点 は 共 通 し て い る が 、 日 本

語 は 「【 依 頼 予 告 】 → 【 理 由 提 示 】 4 3→ 【 配 慮 （ 詫 び ・

恐 縮 型 ）】→【 依 頼 】→【 配 慮（ 詫 び・恐 縮 型 ）】→【 懇

願 】」、中 国 語 は「【 理 由 提 示 】→【 依 頼 】→【 先 行 感 謝 】」

と い う 展 開 で 違 い が 見 ら れ る 。  

 (3) 日 本 文 化 の 「 わ き ま え 」 と 「 負 債 」 の 概 念 、 中 華 文 化

の 「 関 係 」 と 「 人 情 」 の 概 念 が 、 そ れ ぞ れ の 言 語 の 依

頼 ス ト ラ テ ジ ー の 選 択 ・ 使 用 に 深 く 影 響 を 及 ぼ し て い

る 。  

 最 後 に 、 本 稿 は 、 時 間 と 紙 幅 の 制 約 上 、 日 中 両 言 語 の 依 頼

の 手 紙 文 に お け る 文 章 構 造 の 分 析 に 絞 っ た 。 今 後 は 、 依 頼 を

遂 行 す る 「 依 頼 表 現 」 の 形 式 に つ い て 分 析 を 行 い た い 。  
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